
近
世
の
往
来
物
一
書
札
礼
ほ
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

三
　
保
　
忠
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は
じ
め
に

　
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
和
文
資
料
や
訓
点
資
料
な
ど
よ
り
も
、
文
書
資
料

お
よ
び
、
記
録
資
料
と
の
関
わ
り
が
深
い
よ
う
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
用
法
や
意

義
、
ま
た
、
性
格
や
本
質
な
ど
は
、
こ
う
し
た
方
面
に
お
い
て
究
明
さ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
文
書
資
料
と
は
、
公
私
の
書
類
、
即
ち
、
　
”
古
文
書
〃
と
い
わ
れ
る
も
の
と
ほ
ぼ

重
な
る
。
古
代
の
宮
域
趾
出
土
の
木
簡
類
か
ら
近
世
の
去
り
状
や
遊
女
の
起
請
文
な

ど
ま
で
、
か
な
り
広
範
囲
の
文
字
資
料
が
含
ま
れ
る
。
助
数
詞
と
の
関
わ
り
は
、
そ

の
す
べ
て
に
お
い
て
認
め
石
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
に
は
、
助
数
詞
を
不
可
欠

と
す
る
文
書
類
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
助
数
詞
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
に
よ

り
、
一
段
と
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
そ
う
し
た
日
本
的
用
法
の
、
よ
っ

て
き
た
と
こ
ろ
（
源
流
）
の
究
明
も
可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
古
文
書
は
、
多
く
〃
様
式
”
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
公
式
様
文
書
、
公
家

様
文
書
、
中
世
⑧
近
世
の
武
家
文
書
、
ま
た
、
上
申
文
書
、
証
文
類
な
ど
、
こ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
一
定
の
様
式
や
発
給
手
続
き
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
公
文
書
に
対
す

る
私
文
書
的
性
格
の
濃
い
書
状
の
類
に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
や
は
り
、

基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
の
公
式
令
、

ま
た
、
有
職
故
実
書
と
し
て
の
西
宮
記
や
北
山
抄
、
江
家
次
第
な
ど
、
文
書
の
用
例

集
と
し
て
の
雲
州
往
来
、
消
息
耳
底
秘
抄
、
書
札
抄
、
朝
野
群
載
、
雑
筆
要
集
な
ど
、

そ
の
解
説
書
と
し
て
の
弘
安
礼
節
（
弘
安
書
札
礼
）
、
沙
汰
未
練
書
、
室
町
家
御
内

書
案
、
細
川
家
書
礼
、
そ
の
他
の
書
札
礼
な
ど
に
詳
細
が
み
え
て
い
る
。
文
書
の
用

例
集
と
し
て
は
、
庭
訓
往
来
や
雑
筆
往
来
、
そ
の
他
洩
”
往
来
物
”
の
果
し
た
役
割

も
大
き
い
。
近
世
に
入
る
と
、
利
用
者
（
読
者
）
層
の
拡
大
、
出
版
と
い
う
供
給
手

段
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
書
札
礼
箇
往
来
物
の
類
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。
こ
れ
ら

は
、
書
状
の
各
種
の
様
式
⑱
書
式
、
ま
た
、
国
語
表
現
や
語
彙
爾
文
字
等
の
学
習
、

さ
ら
に
は
、
百
科
的
知
識
の
習
得
な
ど
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
㊧
武
⑱

庶
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
で
、
決
し
て

看
過
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。

　
古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
の
研
究
は
、
個
々
の
文
書
資
料
に
依
拠
す
る
方
法
も
大

事
で
あ
る
が
、
他
の
一
と
し
て
、
こ
う
し
た
文
書
の
様
式
（
集
）
、
ま
た
、
そ
れ
を

解
説
す
る
形
の
書
札
礼
に
依
拠
す
る
方
法
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
文
書
は
”
現

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
儘
社
会
科
学
）

第
二
十
七
巻
　
三
五
頁
∫
七
一
頁

平
成
五
年
十
二
月
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近
世
の
往
来
物
⑱
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

実
”
で
あ
り
、
様
式
（
集
）
や
書
札
礼
は
、
い
わ
ば
”
規
範
”
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
取
り
交
さ
れ
た
現
実
（
実
情
）
を
ふ
ま
え
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
が
、
今
ひ
と
つ
、
そ
れ
ら
を
律
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
文
書
の
様
式
健
書
式
、

ま
た
、
故
実
㊧
礼
法
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
も
と
に
、
近
世
の
書
札
礼
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら

に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
助
数
詞
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
近
世
に
お
け
る
書
札

礼
は
、
往
来
物
と
い
わ
れ
る
書
簡
模
範
文
例
集
に
併
載
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い

の
で
、
本
稿
標
題
に
は
、
往
来
物
⑧
書
札
礼
と
併
記
し
た
。

　
本
稿
に
取
り
上
げ
る
資
料
は
左
記
の
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
よ
り
、
そ
こ
で
言
及

さ
れ
る
助
数
詞
に
は
多
寡
が
あ
る
の
で
、
便
宜
上
、
次
の
二
様
に
分
け
て
検
討
す
る
。

二

（≡）目（→
B
群㈲内㈲ 　　　　A㈲目（；）H群

　
こ
と
さ
ら
助
数
詞
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の

書
札
調
法
記
　
　
　
　
　
　
元
禄
八
年
（
ニ
ハ
九
五
）
刊

文
林
節
用
筆
海
往
来
　
　
　
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
刊

萬
物
用
文
章
　
　
　
　
　
　
寒
水
年
間
（
一
批
此
一
一
一
）
成

永
代
重
宝
記
　
　
　
　
　
　
元
禄
八
年
（
一
九
六
五
）
成
、
天
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
年
（
一
七
八
七
）
増
補

御
家
書
札
大
成
　
　
　
　
　
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
敗

大
成
筆
海
重
宝
記
文
章
蔵
　
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

大
諸
礼
集
　
　
　
　
　
　
　
刊
年
未
詳

　
助
数
詞
に
っ
い
て
の
解
説
は
少
な
い
が
、
や
は
り
、
注
目
さ
れ

　
る
資
料

礼
式
書
札
集
　
　
　
　
　
　
延
宝
三
年
（
ニ
ハ
七
五
）
刊

字
林
用
文
章
宝
蔵
　
　
　
　
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
刊

萬
代
用
文
字
宝
大
全
　
　
　
十
八
世
紀
後
半
刊

　
　
　
　
　
㈲
　
弓
勢
為
朝
往
来
　
　
　
　
　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

　
以
下
、
右
に
つ
い
て
検
討
し
、
助
数
詞
を
抽
出
し
て
い
く
。
な
お
、
前
稿
に
扱
っ

た
女
文
通
宝
袋
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
刊
本
の
場
合
は
A
群
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
（
注
1
）
　
拙
稿
「
近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
1
『
女
文
通

　
　
　
　
宝
袋
』
に
つ
い
て
ー
」
、
『
国
文
学
孜
』
第
二
二
八
号
、
平
成
五
年
六
月
。

　
　
　
一
　
資
料
A
群

　
　
　
H
　
書
札
調
法
記

　
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
初
版
刊
行
、
六
巻
三
冊
、
著
者
中
村
三
近
子
（
中
村
平

吾
）
、
往
来
物
の
一
種
と
さ
れ
、
種
々
の
文
書
や
帳
簿
等
の
書
き
方
、
語
句
や
文
字

等
の
用
法
や
故
実
な
ど
に
っ
い
て
解
説
す
る
。
「
手
本
重
宝
記
」
「
手
本
調
宝
記
」

「
書
札
重
宝
記
」
の
別
名
が
あ
る
。
『
近
世
文
学
資
料
類
従
　
参
考
文
献
編
5
　
書
札

調
法
記
』
（
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
、
長
尾
高
明
解
説
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
、

勉
誠
社
刊
）
と
し
て
左
記
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
複
製
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
『
国
書
総
目
録
』
（
岩
波
書
店
刊
）
、
『
古
書
籍
総
合
目
録
』
（
同
上
）
、
お
よ
び
、

右
解
説
に
よ
れ
ば
、
版
本
と
し
て
左
記
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
H
元
禄
八
年
（
一
九
六
五
）
版

　
　
　
　
　
1
－
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
「
嫡
書
札
調
法
記
」
、
六
巻
三
冊
）

　
　
　
　
　
2
　
京
都
大
学
蔵
本
（
古
文
書
室
蔵
か
）

　
　
　
　
　
3
　
石
川
謙
氏
蔵
本

　
　
　
　
　
4
　
弘
前
図
書
館
蔵
本
（
巻
五
圃
六
存
、
二
冊
）

　
　
　
　
　
5
　
東
洋
大
学
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵
本
（
六
巻
三
冊
）
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○
　
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
版

　
　
　
　
　
㈹
　
米
本
図
書
館
蔵
本
（
巻
五
⑳
六
存
、
一
冊
）

　
　
　
　
　
ω
　
鹿
沼
市
立
図
書
館
大
穆
文
庫
蔵
本
（
巻
三
∫
六
、
二
冊
）

　
　
　
　
　
㈹
　
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本
（
巻
三
∫
六
、
二
冊
）

　
目
　
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
版

　
　
　
　
　
㈹
　
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
六
巻
を
一
冊
と
す
）

　
　
　
　
　
㈹
　
牧
野
図
書
館
旧
蔵
本
（
嫡
輔
鞘
粒
楠
）
（
六
巻
三
冊
）

　
　
　
　
　
⑪
　
前
田
金
五
郎
氏
蔵
本
（
六
巻
三
冊
）

　
　
　
　
　
⑫
　
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（
も
と
三
冊
、
今
一
冊
）

　
㈲
天
明
三
年
（
一
七
△
二
）
版

　
　
　
　
　
㈹
　
東
京
教
育
大
学
図
書
館
蔵
本
（
六
巻
三
冊
）

　
　
　
　
　
ω
　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
六
巻
三
冊
）

　
　
　
　
　
㈹
　
広
島
大
学
蔵
本
（
戦
災
で
焼
失
）

　
　
　
　
　
㈹
　
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
蔵
本
（
一
冊
、
現
在
所
在
不
明
の
由
）

　
㈲
　
そ
の
他
（
刊
年
未
詳
等
）

　
　
　
　
　
㈹
　
逓
信
博
物
館
蔵
本

　
　
　
　
　
⑱
　
東
京
教
育
大
学
蔵
本
（
巻
一
∫
四
、
二
冊
）

　
　
　
　
　
㈹
　
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
一
冊
、
現
在
所
在
不
明
の
由
）

　
　
　
　
　
⑳
　
豊
橋
市
立
図
書
館
蔵
本
（
巻
一
∫
三
を
一
冊
と
す
）

　
　
　
　
　
帥
　
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
巻
一
雷
二
存
、
一
冊
）

　
　
　
　
　
㈲
　
文
楽
協
会
山
域
少
禄
文
庫
蔵
本
（
一
冊
）

　
こ
れ
ら
の
内
、
調
査
を
終
え
た
の
は
、
ω
⑧
⑧
箇
ω
爾
⑫
㊧
⑬
⑧
㈱
の
六
本
で
あ

る
。
⑮
は
、
疎
開
が
間
に
合
わ
ず
戦
災
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
（
同
大
学
附
属
図
書

館
の
説
明
）
。
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
の
解
説
で
も
、
ω
電
㈹
⑧
㈹
鱈
⑩
⑧
⑪
⑧
⑫
⑧

　
　
　
　
　
　
近
世
の
往
来
物
画
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

⑬
優
㈹
⑧
⑳
等
に
つ
い
て
の
書
誌
解
説
、
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
閲
覧
し
た
と

こ
ろ
を
略
述
す
る
。

　
ω
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
↑
睾
1
。
。
⑩
o
）
の
書
誌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
外
題
　
　
「
瀦
書
札
調
法
記
　
文
章
替
↓
（
∫
三
）
」
（
原
題
簑
、
左
肩
、
双
郭
）

　
　
内
題
　
な
し

　
　
首
題
（
凡
例
の
首
）
　
「
手
本
重
實
記
凡
例
」
（
一
オ
）

　
　
巻
数
　
六
巻
三
冊

　
　
残
欠
状
況
⑧
保
存
状
況
　
可

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
柱
刻
　
　
「
手
本
重
宝
記
」
　
中
央
部
巻
数
「
巻
之
一
（
∫
六
）
」

　
　
魚
尾
　
黒
　
双
　
皆
下
向
　
　
　
書
口
　
白
口

　
　
本
文
用
字
　
漢
字
　
平
が
な
付
訓
　
　
　
画
　
な
し

　
　
寸
法
　
表
紙
霜
半
紙
本
　
縦
二
二
二
一
セ
ン
チ
　
横
一
五
⑧
九
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
題
簸
匡
郭
縦
ニ
ハ
ニ
ニ
セ
ン
チ
横
三
⑧
○
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
本
文
匡
郭
⑧
四
周
単
郭
　
縦
一
八
⑧
一
セ
ン
チ
　
横
二
二
・
七
セ
ン
チ

　
　
表
紙
　
原
表
紙
　
色
濃
紺
働
無
地

　
　
紙
数
　
巻
一
　
三
九
丁
、
巻
二
　
二
五
丁
、
巻
三
　
三
〇
丁
、
巻
四
　
三
二
丁
、

　
　
　
　
　
巻
五
　
二
七
丁
、
巻
六
　
二
四
丁

　
　
刊
記
　
　
コ
兀
禄
八
乙
亥
稔
正
月
吉
辰
」
（
巻
六
、
三
四
丁
ウ
末
尾
、
上
部
）

　
⑧
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本
（
五
八
四
二
）
は
、
六
巻
の
内
、
巻
一
と
巻
二

　
と
を
欠
く
二
冊
本
で
あ
る
（
も
と
三
冊
本
）
。
元
文
五
年
の
刊
記
が
あ
る
。

　
　
外
題
「
鱗
書
札
調
法
記
文
章
替
茸
一
三
一
」
一
尉
嚢
、
左
肩
、
双
郭
一

　
　
目
録
題
　
　
「
手
本
重
宝
記
巻
之
三
目
録
」

　
　
柱
刻
　
　
「
手
本
重
宝
記
」
　
　
魚
尾
　
黒
　
双
　
皆
下
向
　
　
白
口

　
　
寸
法
　
表
紙
⑧
半
紙
本
　
縦
二
二
⑧
七
セ
ン
チ
　
横
ニ
ハ
⑧
一
セ
ン
チ
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近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
　
題
簸
匡
郭
　
縦
ニ
ハ
⑧
八
セ
ン
チ
　
横
二
儘
九
セ
ン
チ

　
　
　
本
文
匡
郭
⑧
四
周
単
郭
　
縦
一
七
㊧
七
セ
ン
チ
　
横
二
二
⑧
七
セ
ン
チ

表
駄
　
原
表
紙
　
色
紺
色
　
　
書
入
　
な
し
　
　
一
面
（
半
丁
）
九
行

紙
数
　
巻
三
二
二
〇
丁
　
巻
四
二
二
二
丁
　
巻
五
㊧
二
七
丁
　
巻
六
⑧
二
四
丁

蔵
書
印
　
　
「
無
窮
会
／
神
習
文
庫
」

刊
記
（
郭
あ
り
）

　
　
元
文
五
年

　
　
　
申
五
月
吉
日

中
村
平
吾
三
近
子
述
作
書
目

六
識
術
義
小
意

年
中
用
文
章

筆
海
俗
字
指
南
車

筆
用
文
林
福
寿
蔵

児
戯
笑
談

一
代
書
用
筆
林
宝
鑑

書
札
字
尽
大
全

一一五一一五三
冊冊冊冊冊冊冊

梶
川
七
郎
兵
衛

植
村
藤
左
衛
門

中
村
治
郎
兵
衛

西
村
市
郎
右
衛
門

西
村
清
右
衛
門

藤
澤
三
郎
兵
衛

栂
井
藤
五
郎

中
川
茂
兵
衛

礒
嶋
宇
右
衛
門

　
本
書
は
、
元
禄
八
年
版
の
重
版
で
刷
り
が
悪
く
、
よ
く
読
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
⑨
の
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
琴
s
o
◎
g
オ
ヒ
中
斗
）
も
元
禄
八
年
版
の
重
版

で
あ
る
。
六
巻
一
冊
。
但
し
、
原
装
三
冊
本
を
後
に
改
装
し
た
も
の
。
表
紙
後
補
。

凡
例
の
首
、
柱
刻
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
本
文
末
の
刊
記
も
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の

次
の
丁
（
裏
表
紙
見
返
し
に
附
加
し
た
半
丁
）
に
左
記
が
あ
る
。

　
　
刊
記
　
「
明
和
四
年
丁
亥
九
月
吉
日
　
　
　
梶
川
七
郎
兵
衛
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
藤
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
治
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
都
書
騨
　
　
　
　
西
村
市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
澤
三
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
茂
兵
衛
　
　
　
　
」

　
元
文
五
年
版
に
は
、
「
中
川
茂
兵
衛
」
の
前
働
後
に
「
栂
井
藤
五
郎
」
「
礒
嶋
宇
右

衛
門
」
の
名
が
あ
る
が
、
こ
の
版
に
は
そ
れ
が
な
い
。
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
巻
五
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ
く

三
六
丁
の
一
丁
（
オ
一
行
目
∫
ウ
九
行
目
）
を
欠
落
し
、
問
題
と
す
る
「
十
九
衣
服

井
磁
篤
謀
ず
か
ひ
」
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
て
い
る
点
で
あ
る
・
こ
れ
は
・
思
う
に
・

そ
の
「
…
…
詞
づ
か
ひ
」
（
助
数
詞
用
法
を
説
く
）
を
単
独
で
用
い
る
べ
く
、
故
意

に
切
り
離
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
⑫
の
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（
琴
べ
巾
二
戸
　
畠
雪
o
。
①
）
は
、
右

の
ω
と
同
一
版
で
あ
る
。
原
三
冊
を
改
装
し
て
一
冊
と
す
る
。
巻
一
に
は
原
表
紙

（
紺
色
、
無
地
）
を
と
ど
め
、
ω
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
と
同
様
の
題
簑
（
原
題

簑
、
左
肩
、
双
郭
）
に
「
蹄
書
札
調
法
記
　
文
章
替
↓
」
と
あ
る
（
上
部
虫
損
）
。

三
四
丁
ウ
末
尾
の
「
元
禄
八
…
－
」
、
三
五
丁
オ
の
「
明
和
四
年
…
…
」
の
刊
記
、

そ
の
他
、
側
に
同
じ
。
後
掲
の
「
衣
服
井
魚
鳥
詞
づ
か
ひ
」
、
そ
の
他
は
所
見
す
る
。

朱
印
「
東
京
大
学
図
書
印
」
。

　
ω
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
畠
①
＼
↑
竈
）
は
六
巻
三
冊
本
で
、
天
明
三
年

の
刊
記
が
あ
る
。
外
題
（
原
表
紙
、
原
題
簸
、
左
肩
浅
双
郭
）
、
首
題
（
凡
例
の

首
）
、
柱
刻
、
魚
尾
、
書
口
な
ど
は
、
ω
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
同
じ
。

　
巻
六
、
三
四
丁
ウ
末
尾
、
上
部
に
「
元
禄
八
乙
亥
稔
正
月
吉
辰
」
と
あ
る
他
、
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左
記
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柱
刻
に
「
手
本
重
宝
記
」
、
巻
二
尾
題
に
「
手
本
重
宝
記
巻
之
二
終
」
と
も
あ
る
が
、

　
　
刊
記
　
　
「
天
明
三
年
癸
卯
九
月
吉
日
　
　
　
梶
川
七
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
例
の
首
に
「
書
札
重
宝
記
凡
例
」
と
み
え
る
点
が
変
っ
て
い
る
（
傍
点
私
意
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
字
屋
庄
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
三
以
下
を
欠
く
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銭
屋
庄
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
助
数
詞
研
究
上
、
本
書
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
巻
五
に
左
記
の
一
節
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ
く
こ
と
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
都
書
騨
　
　
　
　
西
村
市
郎
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
目
次
に
は
コ
山
山
山
衣
服
詞
づ
か
ひ
」
と
の
み
あ
る
が
、
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
村
嘉
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
の
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
村
治
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
字
凡
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
藤
四
郎
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ω
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
す
る
。
但
し
、
文
字
の
不
鮮
明
な

　
こ
の
刊
記
（
左
半
分
）
の
右
側
（
右
半
分
）
に
、
元
文
五
年
版
の
奥
と
同
様
の
　
　
　
　
　
　
　
箇
所
に
つ
い
て
は
他
本
を
参
照
す
る
こ
と
が
あ
る
。

「
中
村
平
吾
三
近
子
述
作
書
目
」
七
点
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
書
目
⑧
冊
数
は
同
じ
）
。
　
　
　
　
　
　
・
濁
点
の
施
し
方
に
不
審
が
あ
る
が
、
版
本
の
ま
ま
と
す
る
。

　
右
は
、
岡
村
金
太
郎
蒐
集
「
往
来
物
分
類
集
成
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
・
私
意
に
よ
り
丁
数
、
行
数
を
付
す
。

　
㈱
の
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
琴
艶
雪
一
峯
ヒ
①
1
㌣
）
は
、
巻
一
二
一
の
一
冊
　
　
　
　
　
　
。
印
刷
の
都
合
上
、
底
本
に
割
書
き
の
条
、
ま
た
、
右
寄
り
小
字
の
条
は

の
み
の
零
本
で
あ
る
。
外
題
は
、
表
紙
に
直
に
「
手
本
重
宝
記
巻
一
、
二
」
と
手
書
　
　
　
　
　
　
　
く
V
印
の
内
に
示
す
こ
と
と
す
る
（
以
下
同
様
）
。

き
さ
れ
て
い
る
。
寸
法
（
半
紙
本
）
そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
に
大
同
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
。
／
印
は
底
本
に
改
行
あ
る
こ
と
を
示
す
（
以
下
同
様
）
。

　
［
翻
字
文
］

曹
7
　
　
　
㊥
藤
井
震
歳
撃
か
ひ
／

　
　
8
　
惑
り
〈
、
鱗
一
V
〉
　
歳
僻
予
一
確
－
蟹
つ
（
装
）
煎
〈
「
鱗
閉
／
一
”
封
〉
　
離
掠
　
蹴
雄
一
泓
一
／

　
　
　
た
ち
つ
け
か
た
ぎ
ぬ
は
か
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
ね
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
　
ひ
と
へ
も
の
　
か
た
び
ら

　
　
9
　
立
付
肩
衣
袴
〈
ま
た
上
下
一
領
共
／
一
具
と
も
い
ふ
也
〉
　
呉
服
〈
ま
た
ハ
小
柚
／
一
重
と
も
〉
　
袷
　
単
物
　
帷
子
／

　
　
　
　
さ
い
ミ
　
　
は
を
り
　
　
ど
う
ぷ
く
　
　
あ
ま
が
つ
ば
　
　
か
づ
き
　
　
ぬ
の
こ
　
　
よ
　
ぎ
　
　
は
だ

3
6
オ
ー
　
細
美
　
羽
織
　
道
服
　
雨
合
羽
　
被
衣
　
布
子
　
夜
着
　
汗
／

　
　
　
　
ぎ
た
か
ミ
や
じ
ま
ふ
と
ん
ふ
く
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
　
　
か
て
う
　
は
り
　
を
ぴ
ひ
と
す
じ

　
　
2
杉
高
宮
嶋
薄
団
帳
〈
こ
の
る
い
ハ
／
皆
一
ツ
と
云
〉
蚊
鰯
く
ま
た
蚊
帳
／
一
張
v
帯
一
筋
／

　
　
　
　
づ
き
ん
　
　
わ
た
ぼ
う
し
ひ
と
か
し
ら
　
　
ま
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
は
か
ま
　
　
　
く
だ
り
　
　
　
　
た
　
び
　
　
　
　
　
そ
く
　
　
　
　
わ
た

　
　
3
頭
巾
綿
冒
子
一
頭
枕
く
一
ツ
v
　
革
袴
〈
一
襲
〉
　
足
袋
く
一
足
v
　
綿
一
／

　
　
　
　
わ
　
　
さ
ね
わ
た
　
　
き
ん
　
　
き
ん
ら
ん
　
　
う
す
ぎ
ぬ
　
　
ど
ん
す
　
　
し
ゆ
す
　
　
し
ゆ
ち
ん

　
　
4
　
把
　
実
綿
一
斤
　
金
欄
　
薄
衣
　
鈍
子
　
濡
子
　
嬬
珍
／

　
　
　
　
り
ん
ず
　
ぬ
め
り
ん
ず
　
ち
り
め
ん
　
り
う
も
ん
　
あ
や
　
　
さ
や
　
　
び
ろ
う
ど
　
　
　
　
　
　
　
ま
き

　
　
5
　
給
子
　
光
総
子
　
縮
緬
　
流
文
　
綾
　
紗
綾
　
天
鶏
絨
〈
此
る
い
／
一
巻
〉
／

　
　
6
　
蹴
緋
　
鏡
瓠
弧
　
構
富
〈
此
る
い
ハ
何
／
問
と
い
ふ
〉
　
毬
翻
（
麗
）
一
櫛
（
枚
）
　
愁
寸
致
／

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
ぐ
ん
な
い
し
ま
　
ち
ヅ
ミ
　
つ
む
ぎ
　
を
く
し
ま
　
　
さ
ら
し
　
も
め
ん
ぬ
の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

7
　
郡
内
嶋
　
縮
　
紬
　
奥
嶋
　
曝
　
木
綿
布
子
〈
此
る
い
一
疋
半
分
を
／
一
端
と
も
半
疋
と
も
〉
／

　
か
ぷ
と
　
は
ね
　
よ
ろ
い
　
ぐ
そ
く
　
り
や
う
　
た
ち
　
か
た
な
　
わ
き
ざ
し
　
こ
し
　
っ
る
ぎ
　
な
ぎ
な
た

8
ム
胃
一
刎
　
鎧
　
具
足
一
領
　
太
刀
　
刀
　
脇
指
一
腰
　
劔
　
長
刀
一
／

　
　
　
　
ふ
り
　
　
め
ぬ
き
　
　
ぐ
　
　
や
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
ほ
う
い
つ
て
う
　
　
ゆ
ミ
　
ち
や
う
　
　
つ
る
　
　
や
　
　
す
じ

　
　
9
　
振
　
目
貫
一
具
　
鑓
〈
一
筋
ま
た
／
一
本
と
も
〉
　
鉄
炮
一
挺
　
弓
一
張
　
絃
　
矢
一
筋
／

　
　
　
う
つ
ぼ
　
　
ほ
　
　
く
ら
　
あ
ぷ
ミ
く
つ
わ
　
き
つ
つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ほ
り
　
ち
か
ら
か
わ
　
む
な
か
け

3
6
ウ
ー
　
輸
一
穂
　
鞍
　
鐙
　
轡
　
切
付
く
此
る
い
を
一
口
或
ハ
／
何
疋
分
と
い
ふ
v
　
泥
障
　
刀
革
　
胸
懸
／

　
　
　
を
も
が
い
し
り
が
い
　
を
ほ
ふ
さ
　
た
す
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
づ
な
　
　
は
る
ぴ
　
　
す
じ
　
　
む
ち
　
　
ほ
ん

　
　
2
機
轍
大
総
杷
く
此
る
い
ミ
な
／
一
懸
と
云
v
．
手
綱
腹
帯
一
筋
策
一
本
／

　
　
3
　
輸
〈
一
振
又
ハ
／
一
瓢
と
云
〉
　
都
一
厭
　
撃
爽
一
丁
　
静
豫
（
琶
）
醇
籔
鐵
／

　
　
　
し
や
う
き
ぱ
ん
　
　
す
こ
ろ
く
ぱ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
ふ
え
　
く
わ
ん
　
た
い
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
で
　
　
つ
い
　
　
す
ミ

　
　
4
将
碁
盤
双
六
盤
く
此
る
い
ハ
／
一
面
と
云
v
　
笛
一
管
太
鼓
〈
一
か
ら
〉
　
筆
一
封
墨
一
／

　
　
　
　
て
う
　
　
つ
く
へ
　
き
や
く
　
か
け
も
の
　
　
ふ
く
　
し
よ
し
や
う
　
て
が
た
　
　
も
く
ろ
く
　
　
う
け
　
　
　
　
つ
う
　
あ
ふ
き

　
　
5
　
挺
　
机
一
脚
　
掛
物
一
幅
　
書
状
　
手
形
　
目
録
　
請
状
一
通
　
扇
一
／

　
　
　
ほ
ん
　
う
ち
わ
　
　
へ
い
　
き
や
ら
い
つ
き
ん
　
か
う
　
し
ゆ
　
た
き
も
の
　
　
つ
ぼ
　
か
う
ろ
ひ
と
つ

　
　
6
　
本
　
団
扇
一
柄
　
伽
羅
一
斤
　
香
一
娃
　
薫
物
；
亜
　
香
炉
一
／

　
　
　
か
う
ぼ
ん
　
　
ま
い
　
く
す
り
　
ふ
く
　
　
こ
く
す
り
　
　
つ
～
ミ
　
ぐ
わ
ん
や
く
　
り
う
　
　
ね
り
や
く
　
　
ざ
い
　
び
や
う

　
　
7
香
盆
一
枚
薬
一
服
粉
薬
一
包
丸
薬
一
粒
練
薬
一
剤
屏
／

　
　
　
　
ぶ
　
　
さ
う
　
　
ふ
ね
　
　
そ
う
　
　
く
る
ま
　
り
や
う
さ
か
づ
き
だ
い
　
め
ん
　
　
て
う
し
　
　
え
だ
　
　
ほ
力
｝
　
　
つ
い

　
　
8
風
一
双
舟
一
艘
車
一
輌
盃
婁
一
面
銚
子
一
枝
行
器
一
封
／

　
　
　
き
や
う
　
　
ぷ
　
　
し
よ
も
つ
　
　
　
　
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
（
マ
マ
）
く
わ
ん
　
　
　
じ
ゆ
ず
　
　
れ
ん
　
　
つ
ゴ
ら
　
　
か
　
　
ぢ
う
ば
こ
　
　
く
ミ

　
　
9
経
一
部
書
物
〈
一
部
ま
た
／
一
冊
一
巻
〉
　
数
珠
一
連
葛
籠
一
荷
重
箱
一
組
／

　
　
　
た
る
　
　
か
　
　
　
な
か
も
ち
　
　
さ
ほ

3
7
オ
ー
　
樽
一
荷
　
長
物
一
樟
／

　
　
　
た
か
　
　
も
と
　
　
を
㌧
た
か
　
　
も
と
　
　
た
か
の
と
り
　
　
き
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詞
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
の

　
　
2
ム
鷹
一
居
大
鷹
一
本
鷹
之
鳥
〈
維
子
に
か
き
る
事
ハ
外
ハ
／
鷹
之
属
鴨
と
い
ふ
也
〉
　
鷹
之
／

　
　
　
ひ
ば
り
　
　
さ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
　
　
は
く
て
う
　
　
か
も
　
に
わ
と
り
　
　
き
　
じ

　
　
3
　
□
一
竿
く
七
ツ
よ
り
多
き
を
い
ふ
七
ツ
／
よ
り
す
く
な
き
を
一
串
と
云
v
　
鳳
　
白
鳥
　
鴨
　
鶏
　
維
子
／

　
　
　
か
し
わ
　
　
や
ま
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
け
ん

　
　
4
　
黄
鶏
　
山
維
〈
此
た
く
ひ
ハ
一
番
と
い
ふ
ま
た
一
説
に
鳥
数
一
番
／
と
云
事
祝
言
の
時
斗
に
用
常
ハ
一
羽
二
羽
と
い
ふ
〉

　
　
　
す
ゾ
め
ひ
ぱ
り
つ
ぐ
ミ
は
と
ほ
と
i
き
す
同
　
う
ぐ
ひ
す
く
ゴ
い
や
ま
が
ら
し
じ
う
か
ら

　
　
5
雀
雲
雀
鵜
鳩
時
鳥
子
規
鴬
鵠
山
柄
四
十
雀

　
　
　
ひ
よ
ど
り
　
も
ず
　
　
ひ
し
く
い
　
　
せ
き
れ
い
　
　
あ
ひ
る
　
　
ミ
そ
さ
ビ
い
　
　
ミ
㌔
づ
く

　
　
6
　
鵯
　
鴫
　
菱
食
　
鵠
鵠
　
庭
鴨
　
鶴
鵜
　
木
兎
〈
此
る
い
ハ
一
羽
／
二
羽
と
い
ふ
也
〉
／

　
　
　
た
い
　
　
を
り
　
　
こ
い
　
　
ふ
な
　
す
ゾ
き
　
ぼ
ら
　
か
れ
い
　
こ
ち
　
　
あ
ゆ
　
し
ろ
う
を
ま
な
か
つ
を
　
い
わ
し

　
　
7
血
鯛
一
折
　
鯉
　
鮒
　
鰭
　
鰯
　
鱗
　
鯖
　
鮎
　
鮨
　
妨
魚
　
鰯
／

　
　
　
く
ろ
た
い
　
　
さ
ぱ
　
　
あ
め
　
　
く
ち
　
　
あ
ぢ
　
　
ご
ま
め
　
し
い
ら
　
　
き
　
す
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
び

　
　
8
彪
魚
鯖
鰭
鰻
鰺
鰯
鱈
鰭
残
魚
く
此
る
い
ハ
／
一
ツ
と
云
v
文
鰭
／

　
　
　
う
を
　
か
ま
す
　
う
る
め
　
　
ま
し
　
　
　
　
ま
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
り
　
う
な
ぎ
　
　
　
は
も
　
　
た
　
　
ら
　
　
ま
す
　
　
さ
わ
ら

　
　
9
魚
鰹
鰭
ヂ
一
干
一
鰹
〈
此
る
い
ハ
／
何
枚
と
云
〉
鯛
鱒
　
鱒
雪
魚
鱒
ロ
ロ
／

3
7
ウ
ー
　
詳
旋
（
箭
）
鮒
〈
此
る
い
は
何
／
本
と
い
ふ
〉
　
一
織
（
鰯
）
軌
則
く
一
趨
v
　
串
激
駄
一
撤
　
牒
一
謝
／

　
　
2
　
齢
灘
〈
何
統
〉
　
○
戯
一
球
た
燃
」
邪
〈
一
疋
の
／
事
也
〉
　
確
一
軍
〈
二
つ
の
事
也
一
ツ
を
／
片
耳
と
い
ふ
也
〉
／

　
　
　
　
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ご
　
　
い
れ
　
　
　
　
　
　
い
つ
こ

　
　
3
　
0
嚢
に
の
せ
た
る
を
一
折
と
い
ふ
な
り
　
籠
に
入
た
る
を
一
籠
／

=~ ' 
~~~~ 

~~~ 

か
わ
せ
ミ

魚
狗
／



　
4

（
注
）

　
　
い
つ
き
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
げ
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ま
げ

と
も
一
竃
と
も
い
ふ
べ
し
　
曲
物
に
入
た
る
を
一
曲
ど
い
ふ
へ
し
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぱ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
わ
ら

難
字
に
つ
い
て
芽
・
「
□
一
の
偏
は
難
解
、
芳
は
「
鳥
一
、
掌
・
「
目

は
二
字
と
も
魚
偏
、
芳
は
難
解
。
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本
書
に
は
、
右
の
他
に
も
助
数
詞
用
法
を
説
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
五
、

　
　
　
　
を
り
か
ミ
も
く
ろ
く

八
オ
、
「
㊥
折
紙
目
録
書
様
」
に
、

御
太
刀

御
馬

御
太
刀

金
子

御
馬

雄
鋤

龍
蹄

一
腰
国
光

一
疋
月
毛

一
腰

三
百
枚

一
疋

一
振

一
疋

」
（
八
オ
）

」
（
八
オ
）

」
（
九
オ
）

●
　
●
　
■

（
八
ウ
に
も
同
趣
の
目
録
あ
り
）

ま
た
、
同
、
九
オ
、
「
㊤
熾
梯
坑
銭
譲
戟
齢
］
と
し
て
、

一一一一一進海ξ鱈ξ鯛き鷹完白淳上
月げ　　　　　鳥ξ

一　　　　　一　　　　　　　ひ
一　　一　　　　　一一　　一と

桶春折書喉；　番著

　
　
　
　
已
上

　
　
　
月
日
　
　
名

　
　
　
　
誰
様
　
　
　
　
　
　
」
（
九
ウ
）

　
　
　
　
ひ
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

と
み
え
、
「
干
鯛
　
三
百
入
」
「
干
鯛
　
三
百
牧
」

る
（
九
ウ
）
。
助
数
詞
は
、
そ
の
対
象
（
物
爾
事
）

さ
う
め
ん

「
索
麺
　
　
五
十
把
」
と
も
み
え

に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
が
、

さ
ら
に
は
、
場
面
に
よ
っ
て
も
使
い
分
け
ら
れ
る
。

　
な
お
、
「
枚
」
字
が
「
牧
」
の
字
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
俗
用
で
あ
っ

た
ら
し
い
。

　
　
　
　
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い

　
　
○
牧
〈
俗
字
音
ぼ
く
也
む
ま
き
と
読
也
／
馬
を
飼
を
く
ま
き
也
〉
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ま
い

　
　
　
　
か
ず
〈
正
字
　
紙
何
枚
な
ど
〉

　
　
　
　
　
（
新
撰
用
文
章
明
鑑
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
巻
下
、
一
五
七
頁
五
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ヤ
プ
レ

　
既
に
、
今
昔
物
語
集
に
も
「
瓦
一
牧
不
破
ズ
、
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

一
五
七
頁
二
行
）
と
み
え
る
が
、
西
鶴
の
日
本
永
代
蔵
、
童
訓
集
の
諸
版
本
（
原
刻

本
、
覆
刻
本
）
な
ど
に
も
同
様
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
（
注
1
）
　
拙
稿
「
西
鶴
作
晶
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
二
十
一
目
マ

　
　
　
　
平
成
五
年
三
月
、
一
一
頁
。

　
（
注
2
）
　
酒
井
憲
二
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
童
訓
集
』
の
本
文
性
」
、
『
国
語
史
学
の
為
に
』
、

　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
五
月
、
五
五
四
頁
。

○
　
文
林
節
用
筆
海
往
来

　
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
成
立
、
初
版
刊
行
。
一
冊
。
著
者
山
本
序
周
。
往
来
物

の
一
種
で
、
「
文
林
節
用
筆
海
大
全
」
「
文
林
節
用
筆
海
大
成
」
「
文
林
節
用
筆
海
綱

目
」
「
萬
宝
字
林
文
法
綱
鑑
」
「
萬
宝
字
林
文
法
宝
鑑
」
な
ど
の
別
名
が
あ
る
。

　
内
容
に
つ
き
、
内
題
の
下
に
割
書
き
で
「
書
札
法
式
／
替
文
章
義
」
と
み
え
る
。

ま
た
後
に
記
す
、
旦
早
保
十
八
年
版
（
ω
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
㈹
刈
谷
図
書
館

蔵
本
、
ω
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本
、
ω
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
）
の

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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巻
末
に
は

　
近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

「
豫
顕
目
録
　
　
宝
文
堂
版
」
（
大
野
木
蔵
板
、
計
七
十
六
点
の
蔵
版
書

目
を
掲
げ
る
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
の
一
点
に
（
材
岬
鮒
禰
）
、

　
　
文
林
節
用
筆
海
往
来
　
一
冊
　
書
札
要
用
の
文
字
を
入
／
か
は
り
文
章
千
通
余

と
み
え
る
。
こ
の
豫
顕
目
録
は
、
H
享
保
四
年
版
、
旦
早
保
六
年
版
に
は
収
め
な
い
。

㈲
延
享
四
年
版
（
㈹
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
）
、
㈲
宝
暦
十
一
年
版

（
ω
国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本
、
帥
三
次
市
立
図
書
館
蔵
本
）
に
な
る
と
こ

の
目
録
は
改
訂
さ
れ
て
「
宝
文
堂
蔵
板
豫
顕
目
録
」
（
大
野
木
市
兵
衛
、
二
…
点
の

書
目
を
掲
げ
る
）
と
な
り
、
こ
の
内
の
一
点
と
し
て
次
の
よ
う
に
み
え
る
（
槻
鯨
）
。

　
山
本
序
周
先
生
著

文
林
節
用
筆
海
往
来

　
　
　
　
　
全
一
冊

　
同
目
録
（
同
広
告
）
は
、

た
、
内
天
明
七
年
版
以
下
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
な
調
査
を
し
て
い
な
い
。

『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
版
本
と
し
て
左
記
が

あ
る
（
＊
印
は
、
今
、
私
に
附
加
し
た
も
の
）
。

　
H
　
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
版

　
　
　
　
　
ω
　
上
田
市
立
図
書
館
花
月
文
庫
蔵
本

　
目
　
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
版

　
　
　
　
　
ω
　
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
　
③
　
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本

世
に
書
札
用
文
章
の
書
数
多
板
行
あ
れ
と
も
万
事
に
便

利
な
ら
ず
。
今
文
章
千
余
通
／
を
撰
ひ
茎
言
の
下
に
二

行
に
分
ち
て
替
文
章
を
く
わ
へ
㊤
㊦
の
字
を
附
て
尊
／

卑
の
文
法
を
知
ら
し
む
。
其
外
頭
書
に
書
札
要
用
の
字

尽
を
節
用
に
く
一
一
て
／
書
札
の
云
授
等
か
ず
ぐ
出

し
重
宝
の
晶
も
ら
さ
ず
の
せ
紙
員
を
い
と
わ
ず
大
冊
と

す
。同

版
の
⑱
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
に
は
な
い
。
ま

目
　
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
版

　
　
　
　
4
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

　
　
　
　
5
　
東
京
教
育
大
学
蔵
本

　
　
　
　
6
　
刈
谷
図
書
館
蔵
本

　
　
　
　
7
　
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
8
　
石
川
謙
氏
蔵
本

　
　
　
　
9
　
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
⑭
　
宮
城
教
育
大
学
蔵
本

㈲
　
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
版

　
　
　
　
1
1
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
蔵
本
（
現
在
所
在
不
明
）

　
　
　
　
⑫
　
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本

　
　
　
＊
鰺
　
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本

㈲
　
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
版

　
　
　
　
㈹
　
国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
⑯
　
東
京
教
育
大
学
蔵
本

　
　
　
　
㈹
　
東
京
大
学
蔵
本

　
　
　
　
㈹
　
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
⑯
　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
誌
料
）
蔵
本
（
「
掴
蜷
鵠
用
畷
絆
脈
帥
）

　
　
　
　
㈹
　
宮
城
教
育
大
学
蔵
本

　
　
　
　
⑳
　
弘
前
図
書
館
蔵
本

　
　
　
＊
牡
　
三
次
市
立
図
書
館
蔵
本

内
　
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
版

　
　
　
　
㈲
　
日
本
大
学
往
来
物
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本

　
　
　
　
㈱
　
金
沢
市
立
図
書
館
村
松
文
庫
蔵
本
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＊
㈱
　
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本

　
㈹
寛
政
二
年
（
一
七
九
九
）
版

　
　
　
　
　
鯛
　
東
京
教
育
大
学
蔵
本

　
㈹
　
そ
の
他

　
　
　
　
　
㈱
　
弘
前
図
書
館
蔵
本

　
　
（
注
1
）

　
こ
の
他
、
『
日
本
書
房
目
録
　
国
語
国
文
』
M
5
1
（
平
成
四
年
一
一
月
）
に
、
「
九

六
〇
一
　
文
林
節
用
筆
海
大
全
　
須
原
屋
　
　
文
政
元
年
　
一
冊
　
三
五
、
○
○
○
」
、

又
、
同
目
録
、
附
5
2
（
同
五
年
一
一
月
）
に
、
「
九
八
八
七
　
文
林
節
用
筆
海
大
全

　
山
本
序
周
　
　
文
政
　
一
冊
　
一
五
、
○
○
○
」
な
ど
と
し
て
み
え
る
も
の
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
、
⑪
は
、
同
セ
ン
タ
ー
奉
仕
課
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
戦
災
で
焼
失
し

た
か
と
さ
れ
る
。
⑯
は
宝
暦
十
一
年
版
と
あ
る
も
の
だ
が
（
国
書
総
目
録
）
、
⑬
⑧

㈱
と
は
別
の
本
で
あ
ろ
う
か
（
未
調
査
）
。
昨
今
の
古
書
目
録
に
は
、
享
保
十
八
年

版
（
『
日
本
書
房
目
録
』
同
右
）
、
延
享
四
年
版
、
江
戸
中
期
版
（
『
福
地
書
店
舗
酢

目
録
』
平
成
四
年
一
二
月
号
）
な
ど
が
散
見
す
る
。
儒
要
が
多
く
、
か
な
り
流
布
し

た
よ
う
で
あ
る
。

　
右
の
内
、
調
査
を
終
え
た
の
は
、
ω
璽
③
霜
ω
⑧
㈹
⑧
ω
⑧
㈹
⑧
⑫
⑧
⑬
㊧
ω
⑧

㈹
⑧
㈹
⑧
㈱
⑧
㈱
の
士
二
本
で
あ
る
。
次
に
略
述
す
る
。

　
H
享
保
四
年
版
、
ω
上
田
市
立
図
書
館
花
月
文
庫
蔵
本
（
庶
民
教
育
1
2
）
大
本
、

原
装
一
冊
は
、
後
補
題
簸
に
「
敬
琳
筆
海
往
来
」
と
あ
り
、
刊
記
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　
　
刊
記

「
享
保
四
己
亥
歳
孟
春
吉
旦

　
　
　
　
　
江
府
日
本
橋
南
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
書
林
　
　
　
須
原
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
浪
華
安
堂
寺
町
心
斎
橋
筋

（
破

損
）
木
市
兵
衛
」

巻
末
に
蔵
版
目
録
は
収
め
な
い
。
巻
首
一
一
〃
拝
㍗
一
に
「
械
の
畿
警
難
一

を
掲
げ
る
（
後
掲
）
。

　
旦
早
保
六
年
版
、
㈹
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
琴
s
o
◎
o
◎
ノ

享
保
四
年
版
の
重
版
。
原
表
紙
を
と
ど
め
る
が
題
姦
は
な
く

オ
＞
崖
1
㌧
）
一
冊
は
、

、
表
紙
中
央
に
直
に
、

「
紋
節
用
筆
海
往
来
」
と
あ
る
。
柱
刻
「
萬
賓
字
林
文
法
綱
鑑
」
。

刊
記

　
大
野
木
市
兵
衛

享
保
六
辛
丑
歳
孟
春
吉
旦

　
　
　
　
　
回
府
日
本
橋
南
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
原
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
園

　
　
　
　
　
　
　
一
破
損
一
　
H
］
園
寺
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
木
市
兵
衛
」

　
巻
末
に
蔵
版
目
録
は
収
め
な
い
。
裏
表
紙
に
「
文
政
二
卯
孟
春
」
「
干
時
文
政
十

亥
年
求
る
も
の
也
／
甲
陽
御
城
西
日
川
辺
／
下
高
紗
里
／
穴
水
仲
右
衛
門
一
と
の

墨
書
が
あ
る
。

　
旦
皐
保
十
八
年
版
、
ω
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
サ
＼
。
◎
べ
o
b
＼
旨
）
　
一
冊
は
、

享
保
四
年
版
の
か
ぶ
せ
彫
。
原
表
紙
（
裏
打
補
修
あ
り
、
裏
表
紙
は
欠
、
新
補
の
み
）

に
、
原
題
簸
（
左
肩
、
双
郭
、
縦
二
二
⑧
O
セ
ン
チ
、
横
四
二
ニ
セ
ン
チ
）
と
目
録

外
題
嚢
（
い
た
み
が
甚
し
く
て
読
め
な
い
）
と
を
有
す
る
。
題
簸
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　
　
　
萬
教
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
部
類
字
尽

　
　
書
札
往
来
　
文
林
節
用
筆
海
大
成
　
全

　
　
　
諸
礼
鑑
　
　
　
　
　
　
　
筆
格
指
南

　
扉
（
左
右
二
頁
分
の
上
部
に
右
か
ら
左
へ
の
横
書
き
大
字
で
）
と
内
題
と
に
は

「
文
林
節
用
筆
海
往
来
」
、
柱
刻
に
は
「
萬
賓
字
林
文
法
綱
鑑
」
と
あ
る
。

近
世
の
往
来
物
㊥
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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刊
記
　
　
「
享
保
十
八
癸
丑
年
八
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
江
府
日
本
橋
南
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
書
林
　
　
　
　
　
　
　
須
原
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
浪
華
安
堂
寺
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
木
市
兵
衛
」

刊
記
の
裏
か
ら
二
丁
分
（
四
頁
相
当
）
の
「
豫
顕
目
録

　
　
（
マ
マ
）

宝
文
堂
版
」
が
あ
り

こ
の
目
録
の
最
末
尾
に
「
書
騨
鍬
餓
執
鵬
鰯
醐
入
大
野
木
蔵
板
」
（
婦
忙
脅
）
と
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
の
本
文
中
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
も
散
見
す
る
。

　
　
　
　
な
ま
だ
い
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
㌧
ろ
も
ち

2
オ
4
　
生
鯛
二
く
息
鯛
一
尾
二
尾
一
喉
二
喉
な
ど
書
ハ
心
持
あ
り
。
只
三
と
書
ハ

　
　
　
　
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
げ

　
　
　
　
難
な
し
。
又
脇
へ
よ
せ
て
ち
い
さ
く
書
ハ
進
上
の
方
よ
り
卑
下
に
て
書
と

　
　
　
　
い
へ
共
貴
人
ヘ
ハ
其
ま
㌧
本
行
の
通
二
書
べ
し
又
返
事
に
ハ
か
た
／
＼

　
　
　
　
脇
に
書
べ
か
ら
ず

　
　
　
よ
つ
て
　
き
ん
す
　
　
ま
い
　
さ
け
　
そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
ぎ
よ
　
た
い

9
6
オ
3
　
侃
　
銀
子
五
枚
御
酒
二
樽
　
　
　
m
オ
9
　
弥
魚
二
塁

　
　
　
す
ゾ
き
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ほ
ん
　
　
ぢ
く

㎜
オ
8
鰭
二
尾
　
　
　
　
　
　
　
㎜
オ
5
手
本
一
軸

　
⑥
刈
谷
図
書
館
蔵
本
（
～
忘
o
◎
＼
H
＼
o
。
い
い
＼
嵩
）
一
冊
は
、
原
表
紙
、
原
題
簸
、

外
題
、
扉
、
内
題
、
柱
刻
、
刊
記
、
「
大
野
木
蔵
板
」
の
目
録
な
ど
、
右
の
ω
に
同

じ
で
あ
る
。

　
ω
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本
（
二
四
五
七
三
）
　
一
冊
も
ω
に
同
版
で
あ
る
。
題
簸

（
原
装
、
左
肩
、
双
郭
）
の
下
方
は
破
損
し
て
い
て
「
筆
」
字
ま
で
し
か
わ
か
ら
な

い
が
、
角
書
、
左
右
の
「
筆
格
指
南
」
「
部
類
字
尽
」
は
同
一
で
あ
る
。
扉
題
、
柱

刻
、
刊
記
も
同
じ
。

　
　
寸
法
　
表
紙
鱈
大
本
　
縦
二
六
⑧
ニ
セ
ン
チ
　
横
一
八
⑧
四
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
題
簸
匡
郭
　
縦
（
不
詳
）
　
横
三
⑧
一
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
目
録
外
題
　
縦
一
五
セ
ン
チ
　
横
二
一
セ
ン
チ

　
表
紙
　
原
表
紙
　
色
紺
色
　
模
様
な
し
　
　
朱
筆
書
入
あ
り
　
「
無
窮
会
／
神

　
　
　
　
習
文
庫
」
朱
印

内
容
⑧
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ω
国
会
図
書
館
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　
見
返
し
　
　
扉
題
（
上
部
、
大
字
、
横
書
）
、
目
録

ロ
ノ
一
オ
　
　
〃
　
〈
二
頁
を
用
い
る
）
、
序
文

ロ
ノ
一
ウ
∫
ニ
オ
　
地
図
（
摂
津
）
（
絵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ
ん

ロ
ノ
ニ
ウ
∫
四
オ
　
「
本
朝
能
書
の
三
筆
」
、
ま
た
、
看
板
等
の
書
様
（
絵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
か
い
だ
う
だ
う
ち
う
き

ロ
ノ
四
ウ
∫
七
オ
　
コ
足
江
戸
本
海
道
道
中
記
」
（
絵
）
、
「
書
乃
十
麗
之
事
」
、

ロ
ノ
七
ウ
∫
九
オ
　
諸
職
（
十
六
職
）
の
絵
解
き

ロ
ノ
九
ウ
　
　
　
　
「
和
俗
制
作
の
字
」
「
伊
勢
斎
宮
の
忌
詞
」

ロ
ノ
十
オ
∫
十
六
ウ
　
文
章
い
ろ
は
分
目
録

ロ
ノ
十
六
ウ
　
　
　
凡
例

　
　
　
（
十
七
オ
以
下
）
本
文
（
「
文
林
節
用
筆
海
往
来
籠
対
難
賊
」
）

　
本
文
は
「
百
八
十
五
終
」
（
丁
付
）
の
丁
ま
で
で
、
こ
れ
に
刊
記
（
次
丁
オ
）
と

大
野
木
の
「
豫
顕
目
録
」
（
同
ウ
か
ら
四
ぺ
－
ジ
分
）
と
が
続
く
。

　
⑨
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
（
琴
農
①
戸
弓
H
＞
○
＼
虐
＼
①
）
一

冊
も
ω
と
同
版
（
内
題
、
柱
刻
、
刊
記
な
ど
同
じ
）
。
但
し
、
表
紙
後
補
、
外
題
は

表
紙
左
肩
に
直
に
「
筆
海
往
来
」
と
記
す
。

　
㈲
延
享
四
年
版
は
、
H
享
保
四
年
版
の
改
訂
版
で
あ
る
。

　
⑫
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ξ
s
o
◎
戸
オ
＞
崖
1
㌧
）
一
冊
は
、
縦
二
六
⑧
八
セ

ン
チ
、
横
一
八
爾
七
セ
ン
チ
の
大
本
で
、
外
題
に
「
精
鮒
文
林
節
用
筆
海
綱
□
（
撃

「
目
」
か
）
」
と
あ
る
（
原
表
紙
⑧
紺
色
、
原
題
簸
、
左
肩
、
双
郭
、
「
書
札
／
大
成
」

の
角
書
き
は
飾
り
枠
で
囲
む
）
。
目
録
外
題
あ
り
（
縦
一
五
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
一
⑧

八
セ
ン
チ
）
。
扉
題
も
「
文
林
節
用
筆
海
綱
目
」
（
縦
書
き
）
と
あ
る
が
、
柱
刻
は
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「
萬
賓
字
林
文
法
綱
鑑
」
と
あ
る
。
刊
記
は
、
年
紀
に
「
延
享
四

丁
卯
年
九
月
吉
日
」
と
あ
り
、
二
書
騨
（
住
所
爾
氏
名
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
に
同

じ
）
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
巻
末
に
蔵
版
目
録
は
収
め
な
い
。
裏
表
紙
の
内
側
に
「
告
文
化
　
用
之
主
／
寅
年

正
月
浄
恵
精
舎
住
人
／
梅
月
／
庚
寅
春
改
・
」
な
ど
と
手
筆
が
あ
る
。
享
保
版
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
し
や
う
　
　
　
　
　
わ
け
も
く
ろ
く

宝
暦
版
で
も
、
扉
か
ら
目
次
の
「
文
章
い
ろ
は
分
目
録
」
（
ロ
ノ
十
丁
オ
∫
十
一
丁

ウ
）
ま
で
の
間
に
「
文
字
略
上
中
下
…
…
」
「
物
の
数
書
様
之
事
」
「
和
俗
制
作
の
字
」

そ
の
他
が
あ
る
が
（
後
掲
㈱
参
照
）
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
（
文
⑧
絵
）
が
異
な
っ

て
い
る
。
　
「
物
の
数
書
様
之
事
」
は
以
下
の
本
文
中
に
も
み
え
な
い
が
、
代
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
し
や
う
　
よ
う
し
や
の
　
　
き
、
が
き
し
や
う

一
〇
二
丁
ウ
か
ら
一
五
二
丁
ウ
に
か
け
て
「
文
章
〈
用
捨
之
／
聞
書
抄
〉
」
の
一
条

が
あ
り
、
こ
の
中
に
助
数
詞
用
法
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
関
係
す
る
と
こ
ろ
を

抜
出
し
て
お
く
。
な
お
、
ω
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本
と
の
校
異
を
①
②
で
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
ハ
す
か
た
　
　
　
　
　
ひ
　
け

　
　
△
鯛
一
喉
な
と
㌧
脇
に
／
ち
い
さ
く
付
る
ハ
遣
方
よ
り
／
卑
下
し
て
書
こ
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
を
　
　
　
　
か
ず
い
つ
こ
う
　
①
か
く
こ
と
こ
㌧
ろ
　
も
ち
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
っ
う

　
　
　
り
（
中
略
）
又
魚
／
の
数
一
喉
と
書
事
心
／
持
あ
り
あ
ま
ね
く
通
／
用
に
ハ

　
　
　
ニ
一
と
書
へ
し
（
一
〇
五
丁
オ
⑱
ウ
）

　
　
　
　
②
か
ず
ひ
と
つ
か
ひ
　
　
　
　
　
し
う
げ
ん
　
③
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
ふ
た
つ

　
　
△
鳥
の
数
一
番
と
書
／
握
言
の
時
に
用
ゆ
／
常
ハ
一
二
と
書
へ
し
（
一
〇
五
丁

　
　
　
ウ
）

　
　
ほ
う
し
よ
い
つ
そ
く
④
し
ん
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ミ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
す
ぎ
ハ
ら
　
⑥
そ
く
　
　
⑦

　
　
△
奉
書
一
束
進
覧
／
な
ど
奉
書
ハ
紙
の
名
に
／
あ
ら
ず
杉
原
一
束
な
ど
い
ふ
も

　
　
　
　
　
　
な
　
ら
さ
ら
し
　
⑧
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
し
よ
ち
う
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
　
／
同
し
奈
良
晒
一
疋
な
と
も
同
し
／
一
束
と
い
ふ
事
も
書
中
／
に
は
書
べ
か

　
　
　
　
⑪
⑫
す
き
ハ
ら
か
ミ
　
　
て
う
　
さ
ら
し
ぬ
の
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
ら
ず
杉
原
紙
十
帖
／
晒
布
一
疋
な
ど
書
へ
し
（
一
〇
七
丁
オ
⑧
ウ
）

　
　
⑭
な
ま
だ
い
　
　
　
　
　
な
ま
　
　
⑮
じ
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
⑰
　
　
⑱
た
い
　
　
　
　
一
　
　
　
　
も
く
ろ
く
ち
う
も
ん
　
　
　
⑲
か
く
べ
つ

　
　
△
生
鯛
な
と
の
生
の
字
／
書
べ
か
ら
ず
又
鯛
と
い
ふ
■
も
目
録
注
文
等
ハ
各
別

　
　
　
　
　
　
　
⑳
た
ゾ
お
ん
さ
か
な
　
　
⑳
し
ゆ
　
　
　
⑳

　
　
　
／
書
中
に
ハ
只
御
肴
一
／
種
と
書
べ
き
な
り
（
一
〇
九
丁
ウ
と
一
一
〇
丁
ウ
）

　
　
　
ミ
か
ん
⑳
を
り
⑭
　
　
⑳
か
ず
⑳
　
　
し
ん
も
っ
リ

　
　
△
密
柑
一
折
百
な
ど
㌧
／
一
折
と
書
て
数
を
書
べ
／
か
ら
ず
若
進
物
預
手
／
形

　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
な
ら
バ
各
別
な
り
（
二
三
丁
ウ
）

　
　
⑳
こ
そ
で
　
ひ
と
か
さ
ね
ふ
た
か
さ
ね
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ハ
セ
　
　
　
　
　
　
⑳

　
△
小
柚
ハ
一
重
二
重
と
／
書
べ
し
其
外
あ
る
ひ
ハ
／
袷
二
一
と
書
べ
し
（
同
）

　
　
　
た
か
　
　
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
き
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
か
も

　
△
御
鷹
の
鳥
と
い
ふ
ハ
維
／
に
限
る
也
外
ハ
鷹
の
鷹
／
鷹
の
見
と
い
ふ
へ
し

　
　
（
一
二
六
丁
ウ
）

　
　
た
う
め
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
い
ひ

　
△
道
明
寺
一
袋
あ
る
ひ
ハ
／
東
山
一
折
な
と
書
へ
か
ら
す
／
道
明
寺
引
飯
あ
る

　
　
　
　
ほ
し
　
　
い
ひ
ひ
か
し
や
ま
か
る
や
き
も
ち
　
　
　
　
⑳
ほ
ほ
り
も
ち

　
　
　
ひ
ハ
干
／
飯
東
山
軽
焼
餅
又
ハ
／
氷
餅
な
と
㌧
書
へ
し
（
同
）

　
　
き
ぬ
ひ
と
ま
き
さ
か
な
に
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
せ
う
も
ん
て
か
た

　
△
緒
壱
巻
肴
弐
種
な
／
と
㌧
書
へ
か
ら
す
一
巻
二
種
と
／
書
へ
し
護
文
手
形
等

　
　
　
　
⑫
じ
き
や
う
か
き
な
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
ハ
／
字
形
書
直
さ
せ
し
と
て
／
壱
弐
参
の
字
を
用
ゆ
／
書
状
に
ハ
用
さ
る
字

　
　
也
（
一
二
九
丁
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
ひ
　
　
　
　
こ
ん
ふ

　
息
何
に
て
も
を
く
り
物
を
／
書
に
ハ
あ
る
ひ
ハ
干
鯛
／
十
昆
布
一
折
酒
一
樽
と

　
　
　
し
や
う
し
ん
も
の
　
⑭
な
か

　
　
／
精
進
物
を
中
に
書
酒
ハ
／
（
下
略
）
（
二
二
四
丁
ウ
）

　
　
　
［
校
異
］
（
ω
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本
に
お
け
る
情
況
）

　
　
①
付
訓
「
か
く
こ
と
こ
＼
ろ
も
ち
」
な
し
、
②
付
訓
「
か
ず
」
な
し
、
③
付

　
　
訓
「
と
き
」
な
し
、
④
付
訓
「
し
ん
ら
ん
」
な
し
、
⑤
付
訓
「
す
き
」
、
⑥

　
　
付
訓
「
そ
く
」
な
し
、
⑦
用
字
「
と
」
、
⑧
付
訓
「
ひ
き
」
な
し
、
⑨
付
訓

　
　
「
し
よ
ち
う
」
な
し
、
⑭
用
字
「
へ
」
、
⑪
用
字
「
す
」
、
⑫
付
訓
「
す
き
ハ

　
　
　
ら
か
ミ
」
な
し
、
⑬
用
字
「
と
」
、
⑭
用
字
「
な
ま
た
い
」
、
⑮
付
訓
「
じ
」

　
　
な
し
、
⑯
用
字
「
へ
」
、
⑰
用
字
「
す
」
、
⑯
付
訓
「
た
い
」
な
し
、
⑲
用
字

　
　
「
か
く
へ
つ
」
、
⑳
付
訓
「
た
ゾ
お
ん
さ
か
な
」
な
し
、
⑳
付
訓
「
し
ゆ
」
な

　
　
　
し
、
⑳
用
字
「
へ
」
、
⑳
付
訓
「
を
り
」
な
し
、
⑳
用
字
「
と
」
、
⑳
付
訓

　
　
　
「
か
ず
」
な
し
、
⑳
用
字
「
へ
」
、
⑳
用
字
「
ハ
」
、
⑳
付
訓
「
こ
そ
で
」
な

　
　
　
し
、
⑳
用
字
「
へ
」
、
⑳
用
字
「
へ
」
、
⑳
付
訓
「
こ
ほ
り
も
ち
」
、
⑳
付
訓

　
　
　
「
し
き
や
う
」
、
⑳
用
字
「
事
」
、
⑳
付
訓
「
な
か
」
な
し
、

最
後
か
ら
二
番
目
は
、
大
字
の
用
法
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
本
書
と
同
趣
の
版
本
と
し
て
、
後
掲
の
内
天
明
七
年
版
、
㈱
東
京
大
学
文

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）



近
世
の
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来
物
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書
札
礼
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お
け
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い
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（
三
保
）
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学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
が
あ
る
。
本
文
は
同
様
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
異
版
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ん
し
や
う
　
よ
う
し
や
の
　
　
き
㌧
が
き
し
や
う

や
は
り
、
一
〇
二
丁
ウ
か
ら
一
五
二
丁
ウ
に
「
文
章
〈
用
捨
之
／
聞
書
抄
〉
」
の
一

条
が
み
え
る
が
、
付
訓
な
ど
に
小
異
が
あ
る
。
一
端
を
示
す
（
上
段
は
玉
川
大
学
蔵

本
、
下
段
は
東
京
大
学
蔵
本
）
。

　
　
　
　
　
ひ
と
か
さ
ね
　
　
ひ
と
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ハ
セ
　
　
　
あ
わ
せ

　
　
第
六
例
　
一
重
－
一
重
　
　
　
　
　
第
六
例
　
袷
　
－
袷

　
　
　
　
　
　
び
た
ぴ
　
　
　
ひ
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ふ
　
　
　
こ
ん
ぷ

　
　
第
十
例
　
干
鯛
－
干
鯛
　
　
　
　
　
第
十
例
　
昆
布
－
昆
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
　
　
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
し
ん
も
の
　
し
や
う
じ
ん
も
の

　
　
第
十
例
　
酒
一
樽
－
酒
一
樽
　
　
　
第
十
例
　
精
進
物
－
精
進
物

　
⑬
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（
琴
轟
＞
二
9
　
－
⑩
虞
ミ
）
　
一
冊
は
、

縦
二
六
⑱
四
セ
ン
チ
、
横
一
八
⑧
四
セ
ン
チ
の
大
本
で
、
紺
色
の
原
表
紙
に
原
題
簸

（
左
肩
、
双
郭
）
が
あ
り
、
外
題
に
「
（
破
）
〕
文
林
節
用
筆
海
綱
〔
（
破
）
〕
と
あ
る
。

外
題
の
文
字
の
「
節
用
」
の
右
傍
あ
た
り
に
小
さ
く
「
部
類
字
蓋
」
、
左
傍
あ
た
り

に
小
さ
く
「
□
（
筆
か
）
格
指
南
」
と
も
あ
る
。
も
と
目
録
外
題
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
題
簑
は
剥
落
し
て
今
は
な
い
。
扉
題
⑧
柱
刻
鱈
刊
記
は
⑫
に
同
じ
。

　
巻
末
、
本
文
（
「
百
八
十
五
終
」
）
と
刊
記
と
の
間
に
、
次
の
蔵
版
目
録
が
あ
り

（
既
出
）
、
こ
の
点
は
右
⑫
と
相
違
す
る
。

　
寳
文
堂
蔵
板
豫
顕
目
録
献
臓
杣
酪
蹄
櫛
駿
腱
時
醐
大
野
木
市
兵
衛
　
　
（
婦
忙
毎
）

本
書
に
も
、
「
物
の
数
書
様
之
事
」
が
な
く
、
代
つ
て
「
文
章
鯛
畿
舵
」
が
あ
る

（
一
〇
二
丁
ウ
∫
一
五
二
丁
ウ
）
。

　
㈲
宝
暦
十
一
年
版
は
、
H
享
保
四
年
版
を
修
訂
し
た
異
版
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に

大
差
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
㈲
延
享
四
年
版
と
は
大
き
く
相
違
す
る
。

　
㈹
国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本
（
o
◎
お
＼
ω
①
ト
◎
H
①
＼
ミ
害
1
～
）
　
一
冊
は
、

縦
二
六
⑧
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
八
二
一
セ
ン
チ
の
大
本
で
あ
る
が
、
首
尾
を
欠
い
て
い

る
。
表
紙
は
新
補
に
な
り
（
茶
色
、
題
簸
は
あ
る
が
文
字
を
記
さ
な
い
）
、
扉
（
扉

題
）
を
欠
く
。
内
題
「
文
林
節
用
筆
海
往
来
」
、
柱
刻
「
萬
寳
字
林
文
法
綱
鑑
」
。

　
刊
記
の
丁
を
欠
く
。
本
文
（
「
百
八
十
五
終
」
）
の
後
に
「
宝
文
堂
蔵
板
豫
顕
目
録
」

（
⑬
と
同
じ
も
の
）
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
は
も
と
五
丁
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
今

は
「
目
ノ
一
」
か
ら
「
目
ノ
三
」
ま
で
し
か
な
い
。
刊
記
は
、
こ
の
蔵
版
目
録
の
次

に
位
置
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
に
つ
き
、
『
亀
田
次
郎
旧
蔵
書
目
録
』
（
昭
和
三
十
五
年
）
に
「
宝
暦
頃
刊
か
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
刊
記
を
欠
く
の
で
確
定
で
き
な
い
が
、
し
ば
ら
く
こ
の
宝
暦
十

一
年
版
の
項
に
置
く
こ
と
と
す
る
。
「
物
の
数
書
様
之
事
」
の
一
条
あ
り
。

　
㈹
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
向
8
＼
H
。
。
o
。
）
一
冊
（
大
本
）
は
、
原
表
紙
に

原
題
簸
（
左
肩
、
双
郭
）
を
と
ど
め
る
が
、
破
損
し
て
「
□
H
］
筆
海
□
］
」

と
し
か
読
め
な
い
。
題
簸
の
右
横
に
目
録
外
題
（
菱
は
方
形
）
が
あ
る
。
扉
題
「
文

林
節
用
筆
海
往
来
」
、
柱
刻
一
「
萬
賓
字
林
文
法
綱
鑑
」
。

　
扉
よ
り
ロ
ノ
十
六
ウ
鱈
一
オ
以
下
は
帥
三
次
市
立
図
書
館
蔵
本
に
同
じ
。
刊
記
は

㈹
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
に
同
一
だ
が
、
本
文
（
最
終
丁
に
「
百
八
十
五
終
」
）

の
次
、
刊
記
の
前
に
次
の
一
丁
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
心
斎
橋
安
堂
寺
町
南
　
入
酉
側

　
　
初
学
童
蒙
日
用
重
宝
書
物
目
録
　
書
林
　
　
　
　
秋
田
屋
大
野
木
市
兵
衛

　
刊
記
の
み
え
る
丁
は
、
上
欄
に
「
男
女
相
姓
之
事
」
、
下
欄
に
刊
記
が
位
置
す
る
。

　
右
は
「
往
来
物
分
類
集
成
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

　
㈹
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
東
京
誌
料
ω
竃
ω
l
H
ミ
）
一
冊
（
大
本
）
は
、

原
表
紙
⑧
瑠
璃
色
、
後
補
題
簸
（
左
肩
、
双
郭
、
こ
れ
よ
り
下
に
貼
ら
れ
て
い
る
の

も
後
補
題
簑
ら
し
い
）
に
「
文
林
節
用
筆
海
往
来
」
と
あ
る
。
内
題
、
柱
刻
な
ど
は

右
岬
に
同
じ
。
刊
記
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
軸
と
同
じ
。

　
　
刊
記
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
　
華

　
　
　
　
　
　
宝
暦
十
一
辛
巳
歳
正
月
　
彫
工
藤
村
嘉
平
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
府
日
本
橋
南
壱
丁
目
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（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
書
林
　
　
　
須
原
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
華
安
堂
寺
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
木
市
兵
衛
」

　
巻
末
、
刊
記
の
前
に
「
宝
文
堂
蔵
板
豫
顕
目
録
」
を
収
め
な
い
。
こ
の
点
が
、
右

の
脾
、
後
の
軸
と
椙
違
す
る
。

　
㈱
三
次
市
立
図
書
館
蔵
本
（
琴
ミ
仁
）
一
冊
（
大
本
）
は
、
原
表
紙
（
紺
色
鰯
無

地
）
、
原
題
簸
（
左
肩
、
双
郭
）
に
「
精
鮒
一
文
林
節
用
筆
海
往
来
　
全
」
と
あ
る

（
「
書
札
／
大
成
」
の
角
書
き
は
輪
、
お
よ
び
、
飾
り
枠
で
囲
む
）
。
外
題
の
文
字
の

「
節
用
」
の
右
傍
に
「
部
類
字
譲
」
、
左
傍
に
「
筆
格
指
南
」
と
そ
れ
ぞ
れ
ハ
書
が
あ

る
。
目
録
題
あ
り
。
表
紙
見
返
し
に
「
文
林
節
用
筆
海
往
来
」
と
の
扉
題
が
あ
る
が
、

享
保
版
と
異
な
り
、
縦
書
き
と
な
っ
て
い
る
。
内
題
、
柱
刻
は
ω
に
同
じ
。
刊
記
は

⑯
に
同
じ
。
本
文
二
一
六
丁
（
「
百
八
十
五
終
」
）
と
刊
記
と
の
間
に
㈹
⑧
㈹
と
同
じ

「
宝
文
堂
蔵
板
豫
顕
目
録
」
五
丁
（
目
ノ
一
∫
目
ノ
五
）
が
位
置
す
る
（
既
出
）
。

　
見
返
し
か
ら
本
文
内
題
ま
で
に
は
「
ロ
ノ
一
∫
ロ
ノ
十
六
」
と
の
丁
付
け
が
行
わ

れ
、
次
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
見
返
し
　
　
扉
題
、
本
書
著
作
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
る
（
序
）
、

　
　
ロ
ノ
一
オ
　
　
　
　
　
「
文
章
貴
賭
化
與
機
秤
」
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
一
ウ
∫
ニ
オ
　
　
摂
津
国
惣
名
所
図
　
他
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
ニ
ウ
∫
三
ウ
　
　
本
朝
能
書
の
三
筆
、
の
れ
ん
⑧
看
板
等
の
書
様
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
四
オ
∫
五
オ
　
　
本
朝
能
書
の
三
跡
の
事
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
四
ウ
∫
七
オ
　
　
京
江
戸
本
海
道
道
中
記
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
四
ウ
∫
六
オ
　
　
文
字
略
上
中
下
…

　
　
ロ
ノ
五
ウ
∫
六
ウ
　
　
唐
土
の
三
筆
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
六
ウ
∫
七
オ
　
　
物
の
数
書
様
之
事
（
後
に
翻
字
す
る
）

　
　
　
　
　
　
近
世
の
往
来
物
㊥
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
ロ
ノ
七
オ
　
　
　
　
　
書
の
十
髄
之
事

　
　
ロ
ノ
七
ウ
∫
九
オ
　
　
諸
職
（
十
六
職
）
の
解
説
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
九
ウ
　
　
　
　
　
和
俗
制
作
の
字
、
伊
勢
斎
宮
の
忌
詞
、

　
　
ロ
ノ
十
オ
∫
十
六
ウ
　
文
章
い
ろ
は
分
目
録
（
本
書
の
目
次
）
、

　
　
ロ
ノ
十
ウ
∫
　
　
　
　
書
札
教
訓
状
、
（
絵
）

　
　
ロ
ノ
十
六
ウ
　
　
　
　
凡
例
（
本
書
の
凡
例
）
、

　
　
一
オ
　
　
　
　
　
　
　
内
題
、
本
文
の
「
い
」
部

　
宝
暦
十
一
年
版
は
、
内
容
上
、
享
保
版
と
同
一
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
見
返
し
爾

扉
以
下
を
比
較
す
る
と
、
版
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
内
題
の
あ
る

一
丁
オ
の
上
欄
に
釣
り
人
の
絵
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
こ
の
宝
暦
版
は
、
そ
の
釣

り
竿
を
水
平
に
持
ち
、
釣
り
糸
を
海
中
に
垂
ら
し
て
い
る
（
ω
鱈
⑯
も
同
じ
）
。
　
一

方
の
享
保
版
は
、
釣
り
竿
を
垂
直
に
立
て
て
持
っ
て
い
る
（
㈹
㊧
ω
箇
ω
な
ど
）
。

　
内
天
明
七
年
版
、
㈱
衷
呆
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（
岩
己
o
。
＞
二
〇
。
ト
⑩
o
忘
H
）

一
冊
（
大
本
）
は
ネ
表
紙
（
薄
い
青
色
）
も
題
簑
（
左
肩
）
も
後
補
に
な
り
、
外
題
は

手
筆
で
「
新
刻
文
林
節
用
筆
海
往
来
」
と
あ
る
。
見
返
し
は
、
原
表
紙
と
と
も
に
欠
失

し
た
も
の
ら
し
い
。
も
と
、
こ
こ
に
扉
題
（
縦
書
き
か
）
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

巻
首
は
、
従
っ
て
、
「
ロ
ノ
一
」
（
二
丁
オ
）
か
ら
始
ま
る
が
、
本
書
の
場
合
、
内
題

ま
で
の
こ
の
部
分
が
三
十
七
丁
（
「
ロ
ノ
柑
七
」
）
も
あ
る
。
桂
刻
は
外
題
に
同
じ
。

　
　
刊
記
　
　
「
天
明
七
丁
未
歳
三
月
新
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
書
林
　
　
　
須
原
屋
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
安
堂
寺
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
木
市
兵
衛
」

　
刊
記
の
前
に
も
後
に
も
、
蔵
版
目
録
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
な
い
。
し
か
し
、
そ
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近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

の
い
ず
れ
か
に
位
置
し
て
い
た
か
と
み
ら
れ
る
蔵
版
目
録
を
切
断
し
、
裏
表
紙
の
補

修
、
裏
打
に
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
糊
付
け
さ
れ
て
い
て
十
分
な
こ
と
が
わ
か

ら
な
い
が
、
中
に
柱
の
上
段
部
分
の
一
部
が
み
え
て
お
り
、
そ
の
右
側
に
「
四
書

片
仮
名
附
柾
冊
」
、
左
側
に
「
和
漢
三
才
図
会
　
八
十
一
冊
」
と
の
文
字
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
目
録
は
、
既
掲
の
ω
亀
㈹
㊧
㈹
⑱
軸
の
「
宝
文
堂
蔵
板
豫
顕
目
録
」
以
外

の
も
の
ら
し
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
本
書
の
内
容
は
、
㈲
延
享
四
年
版
と
同
趣
で
、
H
⑧
o
⑧
目
の
享
保
版
、
㈲
の
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
し
や
う
　
よ
う
し
や
の
き
㌧
が
き
し
や
う

暦
版
と
異
な
る
。
本
文
中
に
「
文
章
く
用
捨
之
聞
書
抄
V
」
（
一
〇
二
丁
ウ
∫
一
五

二
丁
ウ
）
の
一
条
が
み
え
る
の
も
延
享
四
年
版
の
⑫
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
や
㈹
東

京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
と
同
様
で
あ
る
が
（
但
し
、
付
訓
等
に
ハ
異
あ
り
）
、

所
詮
は
異
版
で
あ
っ
て
延
享
版
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
一
が
「
ロ
ノ
廿
二
∫

　
　
　
　
　
し
ん
も
つ
　
　
し
う
げ
ん
ゆ
い
い
れ
　
も
く
ろ
く
と
、
の
へ
や
う
　
　
づ

廿
六
」
に
「
進
物
井
握
言
緒
納
／
目
録
調
様
の
図
」
（
ロ
ノ
廿
二
丁
ウ
）
を
収
め
る

点
で
あ
る
。
助
数
詞
は
こ
こ
に
も
み
え
る
の
で
次
に
抜
き
出
し
て
お
く
（
〔
〕
印

は
目
録
の
輸
郭
を
示
し
、
／
印
は
改
行
を
示
す
）
。

　
ロ
ノ
廿
三
丁
オ

　
　
　
〔
進
上
　
　
　
　
／
　
露
　
　
壱
羽
／
　
鯛
　
　
壱
折
／
　
海
月
　
三
桶
／

　
　
　
　
以
上
　
　
／
　
　
　
　
何
某
〕

　
　
　
〔
白
鳥
　
壱
羽
／
　
雁
　
　
壱
羽
／
　
生
鯛
　
壱
懸
／
　
杉
原
紙
　
拾
束

　
　
　
　
／
　
御
樽
　
壱
荷
〕

　
ロ
ノ
廿
四
丁
オ

　
　
　
〔
　
目
録
　
　
／
　
金
　
　
拾
枚
／
　
白
綾
　
五
巻
／
　
緋
縮
緬
　
五
巻

　
　
　
　
／
綿
　
拾
五
把
／
壁
斗
五
把
／
昆
布
三
拾
本
／
鰹
節

　
　
　
　
五
拾
／
　
鯛
　
　
壱
掛
／
　
御
樽
　
壱
荷
／
　
　
以
上
　
　
／
　
　
　
相

　
　
　
　
生
友
之
進
〕

　
　
　
〔
日
加
能
子
　
二
巻
／
　
か
う
は
以
　
三
疋
／
　
冨
士
和
多
　
十
把
／

　
　
　
　
す
る
め
　
　
三
連
／
　
こ
ん
婦
　
　
十
本
／
　
多
以
　
　
　
一
折
／
　
家

　
　
　
　
内
喜
多
留
　
一
荷
〕

　
㈲
日
本
大
学
蔵
本
は
未
見
だ
が
、
刊
記
に
大
野
木
市
兵
衛
の
名
が
み
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
助
数
詞
研
究
上
、
本
書
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
に
助
数

詞
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
付
訓
略
）
。

　
　
イ
　
享
保
版
、
宝
暦
版
の
「
物
の
数
書
様
之
事
」
（
”
〃
拭
π
打
∫
）

　
　
口
　
延
享
四
年
版
、
天
明
七
年
版
の
「
文
章
用
捨
之
聞
書
抄
」
（
一
珊
二
π
姉
－
）

　
　
ハ
　
天
明
七
年
版
の
「
進
物
井
擾
言
結
納
目
録
調
様
の
図
」
（
凹
〃
二
肛
π
杓
－
）

　
こ
の
内
、
口
、
ハ
に
つ
い
て
は
右
に
翻
字
し
た
の
で
、
次
に
は
イ
に
つ
い
て
翻
字

す
る
。
但
し
、
諸
本
い
ず
れ
に
お
い
て
も
印
刷
不
鮮
明
や
手
摩
れ
⑧
損
傷
等
の
箇
所

が
あ
っ
て
拠
る
べ
き
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
左
記
の
諸
本
を
併
せ
み
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
享
保
版
　
ω
上
田
市
立
図
書
館
花
月
文
庫
蔵
本
、
ω
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、

　
　
　
　
　
　
㈹
刈
谷
図
書
館
蔵
本
、
ω
無
窮
会
平
沼
文
庫
蔵
本
、
ω
東
京
学
芸
大

　
　
　
　
　
　
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
、

　
　
宝
暦
版
　
ω
国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
蔵
本
、
㈹
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵

　
　
　
　
　
　
本
、
㈱
三
次
市
立
図
書
館
蔵
本
、

　
　
翻
字
凡
例

　
　
　
　
○
付
訓
や
濁
点
の
施
し
方
に
不
審
が
あ
っ
て
も
諸
本
に
確
認
で
き
な
い
場

　
　
　
　
　
合
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

　
　
　
　
○
丁
数
⑧
行
数
の
示
し
方
、
割
書
き
⑱
ハ
書
き
の
条
、
改
行
の
条
な
ど
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
の
扱
い
方
は
書
札
調
法
記
の
場
合
に
同
じ
で
あ
る
。

　
〔
翻
字
文
〕

口
6
ウ
　
　
も
の
　
　
か
ず
か
き
や
う
の
こ
と

　
1
　
物
の
数
書
様
之
事
（
こ
の
一
行
分
は
四
隅
に
『
印
こ
印
を
付
す
）



49

98765432
1011

7
　
オー2354109876

わ
う
ご
ん
　
　
ま
い

黄
金
一
枚
と
ハ
〈
金
十
両
な
り
／
目
ハ
四
十
七
匁
已
下
也
〉

ぎ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
も
ち

銀
一
枚
〈
ハ
銀
／
十
両
〉
　
長
持
一
枚
〈
二
つ
の
／
事
也
〉

び
や
う
ぷ
　
　
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
り
　
　
　
　
　
　
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
か
け

屏
風
一
誰
叉
〈
二
ま
い
／
な
り
〉
　
鞠
ハ
〈
一
丸
と
も
／
一
懸
と
も
〉

だ
い
す
　
か
ざ
り
　
ふ
ろ
か
ま
　
ミ
づ
さ
し
　
ミ
づ
　
　
　
　
　
ひ
し
や
く
を
き
　
ふ
た
を
き

毫
子
一
飾
〈
風
呂
釜
　
水
指
水
こ
ぼ
し
／
柄
杓
立
　
蓋
置
　
以
上
六
有
〉

つ
る
　
　
は
く
て
う
　
　
か
ん
　
　
か
も
　
　
　
　
ハ

露
。
白
鳥
。
属
。
昆
〈
一
羽
二
羽
／
と
い
ふ
〉

き
じ
　
　
や
ま
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
い

維
。
山
鳥
く
二
つ
を
一
番
と
い
ふ
／
一
つ
を
や
は
り
一
つ
と
云
V

う
さ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ミ
㌧

免
ハ
〈
二
つ
を
一
耳
と
い
ふ
／
一
つ
を
片
耳
と
い
ふ
V

し
か
　
　
　
　
　
か
し
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
く
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い

鹿
ハ
〈
一
頭
／
二
頭
V
　
鞍
ハ
〈
一
口
二
口
と
い
ふ
／
し
バ
り
た
る
を
一
皆

と
い
ふ
〉

く
つ
わ
　
　
　
　
く
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぷ
ミ
　
　
　
　
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
つ
け
　
　
　
　
　
ぐ

轡
く
一
口
／
二
口
V
　
鐙
く
一
足
と
も
／
一
懸
と
も
V
　
切
付
〈
一
旦
ハ
／

　
さ
（
マ
マ
）

二
具
〉

む
ま
ぎ
ぬ
　
　
　
　
ま
い
　
　
　
ゆ
が
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し

馬
衣
く
一
枚
V
　
蝶
く
か
っ
て
ば
か
り
は
片
々
／
と
い
ふ
又
は
一
指
と
も
V

き
ん
　
　
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
も
く
　
　
ひ
き

金
百
疋
ハ
〈
一
歩
〉
　
鳥
目
百
疋
ハ
〈
一
貫
／
匁
〉

こ
い
　
　
ふ
な
　
　
た
い
の
る
い

鯛
。
鮒
。
鯛
類
ハ
〈
一
つ
二
つ
／
ツ
の
字
書
べ
か
ら
ず
V

さ
け
　
　
　
し
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
り
　
　
　
　
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
や
　
　
　
　
　
て

鮭
く
一
尺
／
二
尺
V
　
折
く
一
合
／
二
合
V
　
的
矢
く
一
手
二
手
／
一
手
ハ

ニ
筋
也
V

そ
　
や
　
　
　
　
す
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
　
ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
け
ハ

征
矢
く
一
筋
／
二
筋
V
　
弦
一
張
ハ
〈
七
筋
な
り
／
一
桶
廿
筋
也
V

た
か
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
㌧
ミ
　
　
　
　
　
て
う
　
　
て
う
　
を
な
じ
く
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

鷹
〈
一
居
／
二
居
〉
　
薬
く
一
包
ハ
／
一
貼
二
貼
同
〈
ひ
と
合
せ
ハ
／

　
さ
い一

剤
二
剤
〉

ふ
で
　
　
　
く
ハ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
へ
　
　
　
　
　
　
す
ミ
　
　
ら
う
そ
く
　
　
　
て
う

筆
〈
一
管
／
二
管
〉
　
笛
く
同
V
　
墨
。
蝋
燭
く
一
挺
／
二
挺
V

か
う
　
　
　
　
た
き
　
　
　
　
な
ぎ
な
た
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
か
け
も
の
　
　
　
　
ぢ
く

香
〈
一
娃
〉
　
長
刀
く
一
柄
V
　
掛
物
く
一
軸
V

ゑ
　
　
　
　
ふ
く
　
　
つ
く
ゑ
　
　
　
き
や
く
　
　
の
り
も
の
　
　
ち
や
う

絵
く
一
輻
案
〈
一
脚
〉
　
駕
〈
一
揮
〉

は
な
　
　
　
　
へ
い
　
　
　
は
か
ま
　
　
　
く
だ
り
　
　
　
あ
ふ
ぎ
　
　
　
　
へ
い

花
く
一
瓶
V
　
袴
〈
一
封
〉
　
扇
〈
一
柄
〉

ち
や
　
　
　
　
ふ
く
　
　
　
　
し
よ
　
　
　
　
さ
つ
　
　
　
き
や
う
　
　
　
く
わ
ん

茶
く
一
服
V
　
書
く
一
冊
V
　
経
く
一
巻
V

近
世
の
往
来
物
㊥
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
か
ミ
　
　
　
　
で
う
　
　
　
　
そ
く
　
　
　
　
す
き
　
　
く
わ
　
　
　
　
て
う
　
　
　
　
か
　
や
　
　
　
　
ち
や
う

u
　
紙
〈
一
帖
／
一
束
〉
　
錘
。
整
〈
一
丁
〉
　
蚊
帳
く
一
帳
V

　
（
注
）
　
6
ウ
ー
0
〕
一
具
」
の
下
字
は
右
肩
に
「
ミ
」
（
濁
点
）
あ
り
。

（
注
1
）
　
成
稿
後
、
次
の
版
本
の
存
在
を
知
っ
た
。

　
　
　
㈹
　
甲
子
舎
栗
田
幸
助
氏
蔵
本
、
題
簑
⑧
表
紙
倒
奥
付
は
欠
と
さ
れ
る
が
、
版

　
　
　
　
心
に
「
萬
宝
字
林
文
法
綱
鑑
」
と
丁
数
が
あ
る
。
享
保
版
の
い
ず
れ
か
の
も

　
　
　
　
の
ら
し
い
。

　
　
　
㈲
　
小
泉
吉
永
氏
蔵
本
、
享
保
十
八
年
版
、

　
　
　
り
　
小
泉
吉
永
氏
蔵
本
、
天
明
七
年
版
、

　
　
　
H
　
若
杉
哲
男
氏
蔵
本
、
享
保
六
年
版
、
享
保
十
八
年
版
（
二
本
）
、
延
享
四
年

　
　
　
　
．
版
（
二
本
）
、
宝
暦
十
一
年
版
、
天
明
七
年
版
、
文
政
元
年
版
、

　
　
　
㈱
　
謙
堂
文
庫
蔵
本
、
享
保
六
年
版
、
享
保
十
八
年
版
（
二
本
）
、
延
享
四
年
版

　
　
　
　
（
二
本
）
、
宝
暦
十
一
年
版
、
天
明
七
年
版
（
二
本
）
、

　
　
　
り
　
酒
井
憲
二
氏
蔵
本
、
延
享
四
年
版
、

　
　
　
㈹
　
宇
野
義
方
氏
蔵
本
、
安
永
八
年
版
、

　
　
右
の
内
、
H
∫
ω
は
、
若
杉
哲
男
「
文
林
節
用
筆
海
往
来
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
語

　
史
学
の
為
に
』
第
一
部
往
来
物
、
一
九
八
六
年
五
月
）
に
よ
る
。

目
　
萬
物
用
文
章

　
『
国
書
総
目
録
』
⑳
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
、
分
類
は
往
来
物
、
成
立
は
安
永

年
間
（
安
永
元
年
く
一
七
七
二
V
　
＋
年
〈
一
七
八
一
V
）
と
み
え
、
　
東
京
学
芸

大
学
望
月
文
庫
蔵
本
（
考
己
畠
ガ
弓
H
＞
○
＼
虞
＼
ω
）
　
一
冊
が
そ
れ
で
あ
る
と
さ

れ
る
。

　
右
蔵
本
に
は
、
外
題
も
原
表
紙
も
な
い
。
新
補
表
紙
（
仮
表
紙
か
）
に
文
字
は
な

い
。
見
返
し
の
中
央
部
に
扉
題
と
し
て
「
魑
鱗
一
萬
物
用
文
章
」
と
あ
り
、
こ
の
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近
世
の
往
来
物
蝪
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

角
書
に
「
尊
円
流
」
（
横
書
）
と
あ
る
。
柱
刻
に
「
用
　
上
」
（
一
七
丁
の
柱
に
「
用

　
上
終
」
）
、
「
用
　
下
」
（
一
八
丁
∫
）
と
あ
る
。
寸
法
は
大
本
で
縦
二
六
⑧
五
セ
ン

チ
、
横
一
八
二
ニ
セ
ン
チ
、
本
文
匡
郭
は
四
周
単
郭
、
但
し
、
中
央
部
に
枠
な
し
。

魚
尾
な
し
、
本
文
は
一
ぺ
ー
ジ
相
当
に
四
行
、
用
字
は
漢
字
に
平
仮
名
付
訓
、
画
あ

り
、
彩
な
し
、
紙
数
、
見
返
し
半
丁
、
序
一
丁
、
本
文
二
六
丁
、
刊
記
半
丁
、

刊
記
「
〈
東
都
浅
草
／
御
堂
前
〉
書
林
　
　
辻
村
五
兵
衛
板
」
（
打
林
梓
靴
）

　
本
書
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
八
丁
オ
（
丁
付
は
「
用
　
下
」
の
一
丁
オ
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
ミ
や
う
じ

二
〇
丁
ウ
ま
で
の
上
欄
に
、
「
封
名
字
□
」
（
下
二
字
の
傍
訓
虫
損
）
と
し
て
助
数
詞

等
の
用
法
を
掲
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
翻
字
す
る
（
絵
解
の
添
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
が
省
略
す
る
。
　
」
印
は
枡
の
閉
じ
目
、
割
書
き
や
小
字
、
改
行
な
ど

の
扱
い
に
つ
い
て
は
前
項
に
な
ら
う
）
。

〔
翻
字
文
〕

　
　
か
む
り
　
　
一
注
－
一
ロ

ー
8
オ
「
冠
　
　
　
　
一
□
と
い
ふ
」

　
　
　
ゑ
　
　
　
ぼ
　
　
　
し

　
　
　
烏
／
帽
／
子
／
一
頭
と
い
ふ
」

　
　
　
ひ
た
　
　
た
れ
　
　
か
り
き
ぬ
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
直
／
垂
／
狩
衣
　
一
具
と
云
」

　
　
　
は
か
ま
る
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
た
り
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ふ
く
こ
そ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
ね

　
　
　
袴
類
〈
上
下
一
具
／
一
襲
ト
モ
（
灯
駈
）
〉
／
呉
服
ハ
柚
〈
ニ
ツ
を
／
一
重

　
　
　
と
云
〉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
・
つ

1
8
ウ
「
衣
物
う
ら
お
も
て
／
そ
な
ハ
り
た
る
を
／
一
襲
と
云
又
わ
た
／
入
の
き
ぬ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
う

　
　
　
わ
せ
／
か
た
び
ら
に
通
し
て
／
一
領
と
い
ふ
」

　
　
　
お
ぴ
　
　
て
　
　
の
ご
ひ
　
　
　
す
じ

　
　
　
帯
／
手
／
拭
　
一
筋
と
い
ふ
」

　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
ハ
　
　
さ
ね
わ
た
　
　
　
　
き
ん

　
　
　
綿
一
把
／
実
綿
〈
何
斤
／
何
百
目
〉
」

　
　
　
き
ん
ら
ん
　
　
さ
あ
や
　
　
あ
や
　
　
に
し
き
　
　
と
ん
す
　
　
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
ろ
う
ど
　
　
り
ん
ず

　
　
　
金
欄
　
沙
綾
／
綾
　
錦
　
段
子
／
□
（
天
ヵ
）
鶏
絨
　
総
子

　
　
　
ち
り
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き

1
9
オ
「
纐
紗
〈
此
類
□
／
一
巻
と
云
〉
」

　
　
　
ら
し
や
　
　
せ
う
く
ひ
　
　
　
ら
せ
い
た
　
　
　
げ
ん

　
　
　
羅
紗
　
狸
々
皮
／
羅
背
〈
一
間
と
／
い
ふ
〉
」

1
9
ウ

2
0
オ

2
0
ウ

き
ぬ
　
　
つ
む
き
　
さ
ら
し
　
も
め
ん

絹
　
紬
　
曝
　
木
綿
〈
此
類
何
疋
／
何
端
と
い
ふ
〉
」

か
ぷ
と
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
て
き
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ね

胃
／
一
／
頭
〈
敵
／
に
ハ
一
刎
と
い
ふ
〉
」

よ
ろ
ひ
　
　
　
り
や
う

鎧
　
一
領
」

か
た
な
　
わ
き
ざ
し
　
　
　
　
　
　
こ
し

刀
　
脇
指
〈
一
／
腰
〉
」

け
ん
　
　
な
き
な
た
　
　
　
　
ふ
り

鋤
　
長
刀
　
一
振
」

や
り「

鎗
〈
一
筋
／
一
本
〉
　
弓
〈
一
／
張
〉
」

て
つ
ほ
う
　
　
　
　
て
う

鐵
炮
く
一
挺
／
一
口
V
」

く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
あ
ふ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け

鞍
〈
一
口
／
一
背
〉
　
鐙
く
一
足
／
一
掛
V
」

騒
一
鷹
一
一
一
掛
／
一
齢
一
一

ま
り
　
　
　
　
　
そ
く

鞠
く
一
足
V
」

つ
ゾ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
こ

鼓
く
一
／
T
V
　
太
鼓
〈
一
／
掛
〉
」

す
㌧
り
　
び
　
は
　
　
か
ゾ
ミ
　
　
　
　
　
め
ん

硯
　
琵
琶
　
鏡
く
一
／
面
V
」

ふ
え
　
　
　
　
　
～
、
ハ
ん
　
お
り
　
　
　
　
　
　
か
う

笛
く
一
／
管
　
折
く
一
／
合
V
」

た
か臆

く
一
聯
一
連
／
一
居
何
レ
も
一
も
と
」

と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
（
注
2
）
　
　
　
よ
く

口
（
鳥
か
）
〈
一
羽
／
一
□
〉
一
翼
」

う
を
　
　
　
　
こ
う
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
へ
い

「
魚
く
一
喉
／
一
尾
V
一
丙
」

ぷ
り
　
　
　
　
ほ
ん

鰍
／
一
本
／
と
書
」

さ
け
　
　
　
　
し
や
く

鮭
／
一
尺
／
と
書
」

の
　
し

壁
斗
飽
〈
の
し
と
／
ば
か
り
ハ
／
不
書
〉

ほ
う
て
　
う

庖
丁
刀
〈
庖
丁
と
／
バ
か
り
不
書
〉
」

こ
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ほ
う

呉
服
く
是
ハ
天
子
／
公
方
二
／
不
書
V
」

こ
ふ
く

御
服
〈
常
に
／
可
書
〉
」

か
り
　
　
　
し
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
　
　
か
り

狩
と
ハ
鹿
狩
の
事
也
／
其
外
ハ
臆
狩
川
猟
／
な
ど
い
ふ
」

た
か
　
　
と
り
　
　
　
　
き
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
　
　
　
　
　
　
か
も

「
臆
の
鳥
と
ハ
維
也
／
其
外
ハ
鷹
の
鷹
／
臆
の
鳥
な
ど
い
ふ
」
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（
注
1
）

（
注
2
）

右
の
他
、

　
き一

基
」
⑱㈲

本
文
字
は
「
飾
」
か
、
偏
は
「
食
」
だ
が
芳
は
不
分
明
。
付
訓
は
「
か
つ
ら
」

か
、
あ
る
い
は
、
「
か
さ
り
」
か
。

「
頭
」
か
、
版
面
が
薄
く
て
不
詳
。

　
か
ね
　
　
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

「
鐘
之
銘
書
様
」
な
ど
の
条
に
、
「
－
見
鐘
一
口
」
（
2
2
ウ
）
、
「
石
灯
台

「
奉
掲
絵
馬
二
扁
」
（
2
3
オ
）
の
よ
う
な
用
例
も
み
え
て
い
る
。

永
代
重
宝
記

　
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
六
巻
六
冊
、
分
類
は
事
典
、
成
立
は
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
、
版
本
は
、
国
会
図
書
館
（
六
巻
一
冊
）
、
東
京
大
学
、
東
京
都
立
中

央
図
書
館
加
賀
文
庫
（
巻
六
の
み
一
冊
）
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
る
、
と
あ
る

（
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
記
載
な
し
）
。

　
管
見
し
た
と
こ
ろ
は
左
記
で
あ
る
。

　
ω
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（
墨
＼
ト
o
。
＼
g
賢
崖
～
①
雪
お
）
六
巻
一

冊　
　
外
題
　
　
「
永
代
重
宝
記
」
（
後
補
題
簸
、
左
肩
、
双
郭
、
手
書
）

　
　
内
題
　
　
「
永
代
重
宝
記
巻
第
一
（
∫
六
）
」
（
序
首
⑧
目
録
首
）
魚
尾
な
し

　
　
柱
刻
　
　
「
永
代
記
一
（
∫
六
）
」
　
　
本
文
　
漢
字
交
り
平
仮
名
文
　
画
あ
り

　
　
寸
法
　
表
紙
⑧
半
紙
本
　
縦
二
二
⑧
四
セ
ン
チ
　
横
一
六
二
ニ
セ
ン
チ
．

　
　
　
　
　
題
簸
匡
郭
縦
一
五
二
ニ
セ
ン
チ
横
二
⑧
七
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
本
文
匡
郭
⑧
四
周
単
郭
　
縦
一
九
働
ニ
セ
ン
チ
　
横
二
二
軽
六
セ
ン
チ

　
　
表
紙
　
原
表
紙
　
色
瑠
璃
色
魑
模
様
な
し

　
　
序
末
　
　
〕
兀
禄
八
年
乙
亥
孟
春
吉
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洛
下
　
隠
士
　
　
　
一
敬
子
謹
書
」

　
　
刊
記
　
〕
兀
禄
八
乙
亥
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
七
兵
衛
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
屋
加
兵
衛
板

　
ω
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
H
＼
。
。
旨
＼
旨
）
　
六
巻
一
冊

　
右
の
ω
と
同
版
ら
し
い
。
薄
茶
色
の
表
紙
に
原
題
簸
の
一
部
が
残
存
し
て
い
る

（
左
肩
、
双
郭
）
。

　
㈹
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
（
三
五
七
四
）
　
一
冊
（
巻
六
）

　
全
六
巻
の
内
の
巻
第
六
だ
け
の
零
本
で
あ
る
。
計
二
〇
丁
。
原
表
紙
に
原
題
簸
を

有
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
も
と
六
冊
仕
立
て
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
菓
貯
様

　
　
外
題
　
　
「
永
代
重
宝
記
当
世
料
理
　
　
六
」
（
原
題
簑
、
左
肩
、
双
郭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肴
の
品
々

　
　
内
題
　
　
「
永
代
重
宝
記
巻
第
六
」

　
　
柱
刻
　
　
「
永
代
記
六
」

　
表
紙
の
色
、
刊
記
は
ω
東
京
大
学
蔵
本
に
同
じ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
類
似
書
名
が
み
え
る
。

　
　
永
代
調
法
記
宝
庫
　
六
巻
一
冊
　
分
類
1
1
事
典
、
成
立
1
1
元
禄
八
年
（
ニ
ハ
九

　
　
　
　
五
）
、
版
本
1
－
東
京
国
立
博
物
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
、

　
　
　
　
＊
永
代
重
宝
記
に
首
巻
と
し
て
新
撰
塵
劫
記
を
加
え
た
も
の

　
　
永
代
重
宝
記
宝
蔵
　
七
巻
一
冊
　
角
書
「
増
補
」
、
分
類
1
1
事
典
、
成
立
1
1
宝

　
　
　
　
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
刊
、
版
本
1
－
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

　
こ
の
内
、
後
者
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
前
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
刊
本

が
あ
る
。

　
ω
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
（
二
九
八
二
）
　
六
巻
一
冊

　
　
外
題
「
腰
襟
襲
誰
譲
全
一
一
角
書
四
字
は
丸
で
囲
む
一
一
原
題

　
　
　
　
　
簸
、
左
肩
、
双
郭
）

　
　
内
題
　
　
「
増
補
永
代
重
宝
記
巻
第
一
目
録
」
（
目
録
題
）
　
　
魚
尾
　
な
し

近
世
の
往
来
物
㊥
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
柱
刻
　
　
「
永
代
記
目
」
（
「
目
」
「
一
∫
六
」
、
他
）
　
　
画
　
あ
り

　
　
寸
法
　
表
紙
⑧
大
本
　
縦
二
六
⑧
一
セ
ン
チ
　
横
一
八
⑧
四
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
題
簸
匡
郭
　
縦
一
八
働
九
五
セ
ン
チ
　
横
三
⑧
六
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
本
文
匡
郭
⑧
四
周
単
郭
　
縦
一
九
⑧
○
セ
ン
チ
　
横
二
二
二
一
セ
ン
チ

　
　
表
紙
　
原
表
紙
　
色
瑠
璃
色
鰯
亀
甲
に
花
働
雲
な
ど
の
型
押
模
様
　
　
目
録
外

　
　
　
　
　
題
あ
り

　
　
紙
数
　
扉
絵
　
左
右
二
ぺ
ー
ジ
相
当
で
一
丁
分
、
目
録
　
三
⑧
五
丁
、
首
部

　
　
　
　
　
（
本
文
前
置
）
　
一
七
丁
、
巻
一
　
二
四
丁
、
巻
二
　
二
〇
丁
、
巻
三

　
　
　
　
　
　
二
〇
丁
、
巻
四
　
二
二
丁
、
巻
五
　
一
四
丁
為
巻
六
　
二
〇
丁

　
　
　
　
　
計
一
四
一
⑧
五
丁

　
　
刊
記
　
コ
兀
禄
八
乙
亥
隼
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
斎
橋
筋
北
久
太
良
町

　
　
　
　
　
　
　
　
浪
華
書
林
　
　
　
　
　
　
加
賀
屋
善
蔵
梓

　
巻
一
以
下
は
前
掲
の
永
代
重
宝
記
と
同
じ
ら
し
い
が
、
首
部
の
一
七
丁
は
増
補
に

な
る
も
の
で
あ
る
。
し
こ
に
は
、
「
腰
永
代
調
法
記
巻
之
首
一
の
題
言
の
も
と
に
、

し
ん
せ
ん
ぢ
ん
か
う
き
ふ
く
じ
ゆ
か
い
　
　
　
　
　
さ
ん
ぼ
う
え
う
よ
う
じ

「
新
撰
塵
劫
記
福
寿
海
」
や
「
葬
法
要
用
字
」
な
ど
の
項
目
が
み
え
て
お
り
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
す
り
や
う
も
ん

内
に
、
後
掲
の
「
数
量
門
」
が
あ
る
。
刊
記
の
書
林
の
条
は
後
の
刻
に
か
か
る
。
こ

の
増
補
の
時
期
は
明
瞭
で
な
い
。

　
次
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
に
な
る
。

　
㈲
天
理
図
書
館
蔵
本
（
ト
。
o
o
。
戸
8
H
＼
旨
七
六
巻
一
冊

　
　
外
題
　
　
「
永
代
重
宝
記
」
（
後
補
題
簸
、
左
肩
、
郭
な
し
、
手
書
）

　
　
内
題
　
　
「
増
補
永
代
重
宝
記
第
一
目
録
」
（
目
録
題
）
　
　
魚
尾
　
な
し

　
　
柱
刻
　
　
「
永
代
記
」
　
　
本
文
　
漢
字
交
り
平
仮
名
文
　
　
画
　
あ
り

　
　
寸
法
　
表
紙
鰯
半
紙
本
　
縦
二
二
働
五
セ
ン
チ
　
横
一
六
⑧
O
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
題
簸
匡
郭
　
縦
ニ
ハ
⑧
九
セ
ン
チ
　
横
三
⑧
五
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
本
文
匡
郭
⑧
四
周
単
郭
　
縦
一
八
⑧
九
セ
ン
チ
　
横
二
二
⑧
七
セ
ン
チ

　
　
表
紙
　
原
表
紙
　
色
紺
⑧
蔓
草
様
又
菱
模
様
の
型
押
模
様
　
目
録
外
題
あ
り
⑧

　
　
　
　
　
外
寸
　
縦
一
〇
⑧
○
セ
ン
チ
　
横
一
〇
⑧
○
セ
ン
チ

　
　
紙
数
　
首
部
（
本
文
前
置
）
　
一
八
丁
、
巻
一
　
二
四
丁
、
巻
二
　
二
〇
丁
、

　
　
　
　
　
巻
三
　
二
〇
丁
、
巻
四
　
二
二
丁
、
巻
五
　
一
四
丁
、
巻
六
　
二
〇
丁
、

　
　
　
　
　
計
二
二
八
丁

　
　
刊
記
　
「
　
元
禄
八
乙
亥
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
増
補

　
　
　
　
　
　
　
天
明
七
丁
未
年
正
月
農
誉
田
屋
乳
斧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
屋
八
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
ん
ぢ
ん
口
ふ
く
じ
ゆ
か
い

　
首
部
一
八
丁
の
初
に
は
「
新
撰
塵
劫
福
寿
海
」
と
の
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
内
の
一
部
と
し
て
左
記
が
あ
る
（
〈
　
V
）
は
割
書
⑧
右
寄
小
字
㍉
／
は
改
行
）
。

　
〔
翻
字
文
〕

　
　
　
　
　
す
り
や
う
も
ん

1
7
ウ
ー
　
　
　
数
量
門

　
　
　
　
　
き
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
　
　
ク
ラ
イ
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
2
　
一
級
　
　
　
　
一
階
く
位
v
　
　
一
番
　
　
　
　
一
羽
〈
鳥
〉

　
　
　
　
　
こ
う
　
　
ウ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
　
　
　
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
　
　
サ
カ
ナ

　
　
3
　
一
喉
〈
魚
又
／
一
ツ
ニ
ツ
〉
一
幅
〈
絵
〉
　
　
一
献
〈
肴
〉

　
　
　
　
　
か
い
　
　
カ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
　
ツ
・
ミ
　
　
コ
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
．
　
コ
ヱ

　
　
4
　
一
蓋
く
笠
v
　
　
　
　
一
声
〈
鼓
／
音
〉
　
　
一
唱
く
声
v

　
　
　
　
く
ハ
ん
　
セ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
　
　
チ
ヤ
　
ク
ス
リ
　
　
　
　
　
　
　
そ
く
　
　
　
　
　
ア
フ
ミ

　
　
5
　
一
貫
〈
銭
〉
　
　
　
　
一
服
く
茶
／
薬
v
　
　
一
足
く
鞠
／
鎧
v

　
　
　
　
　
そ
く
　
　
カ
ミ
　
　
シ
パ
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
や
う
　
ジ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う

　
　
6
　
一
東
〈
紙
／
柴
〉
　
　
一
行
く
状
v
一
　
　
　
一
通
く
同
v

　
　
　
　
　
へ
い
　
　
サ
ケ
　
　
ハ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
　
　
　
タ
　
　
ハ
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
　
　
フ
ネ

　
　
7
　
一
瓶
〈
酒
／
花
〉
　
　
一
段
く
田
／
圃
v
　
　
一
艘
く
舟
v

　
　
　
　
　
た
ん
　
　
ヌ
ノ
キ
ヌ
　
　
ハ
ン
ヒ
キ
　
　
　
さ
つ
　
　
フ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
ん
　
キ
ヤ
ウ

　
　
8
　
一
端
く
布
絹
／
半
匹
v
一
冊
く
書
v
　
　
　
一
巻
く
経
v

　
　
　
　
き
や
く
　
ツ
ク
ヘ
　
シ
ヤ
ウ
キ
　
　
　
　
　
っ
い
　
　
フ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
ん
　
フ
デ

　
　
9
　
一
脚
〈
机
／
床
几
〉
　
一
封
〈
筆
〉
　
　
　
　
一
管
〈
筆
／
フ
エ
〉

　
　
　
　
ち
や
う
　
　
ユ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
　
　
ス
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う
　
　
ス
キ
　
　
ク
ハ

ー
8
オ
ー
　
一
張
く
弓
v
　
　
　
　
一
挺
〈
墨
〉
　
　
　
　
一
丁
〈
鋤
／
鍬
〉
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2

　
　
3

　
　
4

　
　
5

　
　
6

　
　
7

　
　
8

　
　
9

1
8
ウ
ー

　
　
2

　
　
3

　
　
4

　
　
5

　
　
6

　
　
7

　
　
8

　
　
9

張旨封奏柄え筋苔具ぐ丸葦枚き面莞旬／把ξ角斗ミ剤き巡菱種烏娃島疋婁本完

努奪；声璽沙簗宰締ぎ㌢郵夢夕養1夕季キ
七　マ刀多／付享一響　　　　穀；　寄ガ数　　絹亥

筋一〉二〉懸　　　　V　〉V　V也服言　筋　　共
〉　　　　ヲ　　V一、案1一／一一枚L一一一一一一一．一一
桶書〉軸ξ一指芒頭奮亀捻寛膳芝篇2畳ξ磐帖ξ杯讐腰言粒署騎き

く　　くカ手くユ〈ソ持享くくノ〈〈ム〈ヒ〈〈〈〈ク〈
夢兄衰1穿ケ三辮三；奪締薯1雪苫寧㍗夕蓼看タ1
廿〈物ラV　　　　　ツ　　　　　亘・風ブ　同刀チ　上‡
筋蚊ヵ〉　　　ヲ　　　VミV　VV　〉ウ
也／　　一　　　云
V帳ヤ　居支　　V
　V　　揮ξ融折曹口喜耳1尺青部ぷ縮妄輌冬両冬楓1俵琴駄だ朱烏斤完
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こ
れ
と
同
じ
も
の
は
先
の
ω
に
も
み
え
る
（
ω
∫
ω
に
は
見
え
な
い
）
。

　
本
書
に
お
け
る
右
は
、
O
文
林
節
用
筆
海
往
来
の
「
物
の
数
書
様
之
事
」
、
ま
た
、

内
永
代
節
用
無
尽
蔵
の
「
数
量
」
部
（
い
部
鰯
ひ
部
）
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
一
服
」
が
重
複
し
て
い
る
の
も
そ
れ
ゆ
え
の
こ
と
ら
し
い
。

　
右
に
つ
き
、
ま
ず
、
両
者
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
助
数
詞
を
列
挙
す
れ
ば
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
え
　
　
か
し
ら
　
　
く
ち
　
　
く
わ
ん
　
く
わ
ん
　
　
ざ
い
　
　
さ
う
　
　
さ
つ
　
　
で
ふ
　
　
へ
い

　
　
柄
頭
口
巻
管
剤
錐
叉
冊
帖
柄

　
　
　
　
　
　
オ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
く

　
こ
こ
に
は
「
幅
」
も
入
れ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
は
、
今
、
「
一
幅
」
と
し
て
み
え

る
も
の
だ
が
、
文
林
節
用
筆
海
往
来
も
永
代
節
用
無
尽
蔵
も
「
輻
」
の
字
体
で
み
え

る
。
草
書
体
の
車
偏
と
巾
偏
と
が
類
似
し
て
い
る
点
を
斜
酌
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
そ
の
前
者
と
関
わ
り
の
深
い
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
麟
臥
一
蛾
齢
碍
脇
轍
争
撚
斌
璃
繍
つ
一
驚
融
か
一
一

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
が
け

　
「
指
」
の
対
象
は
蝶
で
あ
る
が
、
前
者
は
こ
れ
を
「
鞍
」
、
後
者
は
こ
れ
を
「
ゆ

が
け
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
右
に
含
め
た
。

　
一
方
、
そ
の
後
者
と
関
わ
り
の
深
い
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
え
う
　
　
か
い
　
　
か
い
　
　
き
　
　
き
ふ
　
き
や
く
　
　
こ
う
　
　
こ
ん
　
　
し
ゆ
　
　
し
ゆ
　
じ
ゆ
ん
　
す
ゑ
　
　
ぜ
ん
　
　
そ
う
　
　
そ
く

　
　
腰
階
蓋
騎
級
脚
喉
献
娃
種
巡
居
膳
艘
束

　
　
だ
　
　
ち
や
う
　
ち
や
う
　
ち
や
う
　
　
つ
い
　
　
つ
う
　
　
で
ふ
　
　
ね
ん
　
　
は
　
　
は
い
　
　
ひ
き
　
　
ふ
く
　
　
へ
う
　
　
め
ん
　
　
り
ふ

　
　
駄
丁
挺
張
対
通
畳
捻
羽
杯
疋
服
俵
面
粒

　
　
り
や
う

　
　
輌

　
右
に
準
ず
る
か
と
み
ら
れ
る
も
の
は
次
で
あ
る
。

　
　
く
は
は
り
ぷ
へ
ん
ほ
ん
を
り

　
　
句
把
張
部
篇
本
折

　
　
　
　
　
そ
く

　
ζ
の
他
、
「
足
」
は
、
前
者
（
対
象
「
鎧
」
）
と
後
者
（
対
象
「
鞠
」
）
と
を
併
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
ひ
　
　
　
　
　
つ
つ
み

用
い
た
も
の
ら
し
い
。
「
番
」
⑧
「
包
」
は
、
い
ず
れ
に
よ
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。

ぎ
や
う

「
行
」
は
、
い
ず
れ
に
も
み
え
な
い
。

　
　
　
　
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
す
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き

　
な
お
、
「
娃
」
⑧
「
居
」
は
後
者
に
し
か
み
え
な
い
が
、
「
娃
」
は
い
ず
れ
に
も
、

も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う

「
居
」
は
前
者
に
も
み
え
る
。
ま
た
、
「
張
」
は
、
後
者
と
一
致
し
、
前
者
と
一
致
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り

な
い
が
、
そ
の
一
致
し
な
い
部
分
の
文
言
は
「
張
」
の
条
に
移
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

㈲
　
御
家
書
札
大
成

成
立
、
初
版
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
か
、
同
年
の
川
竜
軒
松
明
谷
（
松
陽
山
）

の
染
筆
敗
文
が
あ
る
。
往
来
物
、
一
冊
。
御
家
流
の
年
始
状
以
下
の
書
札
礼
で
あ
る
。

近
世
の
往
来
物
㊥
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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近
世
の
往
来
物
㊧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
『
国
書
総
目
録
』
電
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
左
記
蔵
本
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
版
本

　
　
　
　
　
ω
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
　
ω
長
野
県
立
長
野
図
書
館
蔵
本

　
　
　
　
　
㈹
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
誌
料
）
蔵
本
（
舘
期
鵜
哨
汰
舳
詣
比
）

　
　
　
　
　
ω
岡
崎
市
立
図
書
館
蔵
本

　
　
　
　
　
㈲
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
（
一
冊
、
弘
化
二
年
版
）

　
　
　
　
　
㈹
玉
川
大
学
蔵
本
（
二
冊
）

　
　
　
　
　
ω
豊
科
町
立
図
書
館
藤
森
桂
谷
文
庫
蔵
本
（
二
冊
）

筆
者
の
手
許
に
も
次
の
一
本
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
⑧
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
本
（
一
冊
）

　
右
の
内
、
若
干
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
③
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
東
京
誌
料
　
ω
竃
ω
1
鵠
）
　
一
冊
は
、
縦
二
五
⑧

七
セ
ン
チ
、
横
一
七
⑧
六
セ
ン
チ
の
大
本
、
原
表
紙
（
薄
紺
）
の
左
肩
に
後
の
題
簑

（
単
郭
）
が
あ
っ
て
外
題
に
「
御
家
書
札
大
成
」
と
あ
る
。
扉
題
こ
れ
に
同
じ
（
半

丁
）
。
頭
書
⑧
本
文
の
目
録
四
丁
、
本
文
一
〇
〇
丁
、
蔵
版
目
録
一
丁
半
。
柱
刻
、

魚
尾
、
本
文
匡
郭
な
し
。
本
文
漢
字
、
平
仮
名
付
訓
、
一
ぺ
－
ジ
（
半
丁
）
五
行
、

一
行
八
字
位
。

　
巻
末
、
蔵
版
目
録
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
芝
神
明
前
（
宗
畑
抑
）

　
　
　
　
　
　
東
都
書
林
　
泉
栄
堂
　
和
泉
屋
吉
兵
衛
」

　
㈲
東
京
学
芸
大
学
望
月
文
庫
蔵
本
（
琴
農
弄
弓
↑
＞
○
＼
虐
＼
亀
）
　
一
冊
、
大

本
（
縦
二
六
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
八
⑧
○
セ
ン
チ
）
は
、
原
表
紙
（
薄
紺
）
、
原
題

寮
（
左
肩
、
郭
な
し
）
に
「
御
家
書
札
大
成
」
と
あ
る
。
以
下
、
蔵
版
目
録
末
尾
の

文
一
言
等
、
右
ω
に
同
一
。

　
㈹
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（
ω
富
．
⑩
＼
0
Q
畠
①
）
一
冊
、
大
本
（
縦

二
五
箇
九
セ
ン
チ
、
横
一
七
健
六
セ
ン
チ
）
は
、
原
表
紙
（
薄
紺
）
、
原
題
簸
（
左

肩
、
郭
な
し
）
に
「
御
家
書
札
大
成
」
と
あ
る
。
以
下
、
蔵
版
目
録
末
尾
の
文
言
等
、

右
㈹
に
同
一
。

　
扉
題
の
右
　
　
「
川
龍
軒
先
生
書
」
　
同
左
「
東
都
書
林
　
泉
栄
堂
梓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
奥
の
政
文
　
　
「
依
難
再
応
所
望
黙
止
令
染
毫
畢
／
川
竜
軒
／
松
明
谷
／
（
印
）
／

　
　
　
　
　
　
弘
化
巳
（
一
一
一
唯
四
五
）
孟
春
伸
涜
」
（
九
一
丁
ウ
）

　
巻
末
　
　
　
「
尊
円
親
王
御
真
筆
発
行
書
目
」
（
一
〇
一
丁
オ
相
当
部
）

　
　
　
　
　
　
「
青
蓮
院
宮
御
直
門
芝
泉
堂
先
生
発
行
書
目
」
（
一
〇
一
丁
ウ
魯
一

　
　
　
　
　
　
〇
二
丁
オ
、
末
尾
に
「
東
都
書
林
…
…
…
和
泉
屋
吉
兵
衛
」
）

　
助
数
詞
研
究
上
、
本
書
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
五
四
丁
オ
三
行
目
か
ら
五
八
丁
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
　
　
も
の
　
　
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
㌧
ろ
え
　
　
こ
と

一
二
行
目
の
上
欄
に
、
「
○
都
て
物
の
員
を
し
／
る
す
に
心
得
の
事
」
と
い
う
一
条

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
郭
あ
り
）
。
こ
の
全
文
に
つ
い
て
は
後
に
翻
字
す
る
。

　
こ
の
一
条
は
、
ま
た
、
先
の
H
書
札
調
法
記
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
で
も
注
意

さ
れ
る
。
対
象
と
な
る
晶
々
、
ま
た
、
そ
の
数
量
の
記
し
方
を
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭

然
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
全
同
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
両
者
を
比

較
し
、
目
に
つ
く
差
異
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
・
上
段
に
書
札
調
法
記
、
下
段
に
御
家
諸
札
大
成
を
記
す
。

　
　
　
や
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
“
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
そ
さ
ゾ
い

　
・
「
鑓
－
鎗
」
「
郡
内
嶋
－
郡
内
縞
」
「
鼓
－
鼓
」
「
属
－
雁
」
、
ま
た
、
　
「
鶴
鵜
ー

　
　
ミ
す
さ
㌻
い

　
　
鶴
鶴
」
、
そ
の
他
為
清
濁
や
仮
名
遣
い
な
ど
の
差
異
は
省
略
す
る
。

　
　
イ
、
助
数
詞
（
お
よ
び
、
単
位
）
の
用
字
の
相
違
（
変
更
）

　
　
　
　
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け

　
　
　
　
懸
（
泥
障
な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　
1
掛

　
　
　
　
か
ざ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
り

　
　
　
　
飾
（
冠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
筋
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口
、

ハ二
、

ホ
、へ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

　
か
ら
（
太
鼓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
1
柄
（
太
鼓
）

　
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

　
反
（
羽
二
重
な
ど
）
　
　
　
　
　
1
端

助
数
詞
の
よ
み
方
の
相
違

　
雄
り
（
装
束
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
淋

　
ま
げ
　
　
ま
げ
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
く

　
曲
（
曲
物
に
い
れ
た
る
を
）
　
　
1
曲

　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ゑ

　
居
（
鷹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
居

助
数
詞
の
増
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

　
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
皿
（
皿
に
い
れ
た
る
を
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
く

　
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
尺
（
鮭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
ぼ
し
ら
う
を

　
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
坪
（
鮨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
こ

　
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
筥
（
筥
に
い
れ
た
る
を
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち

　
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
鉢
（
鉢
に
い
れ
た
る
を
）

助
数
詞
の
減
少

　
さ
し
　
　
さ
し
さ
ぱ

　
指
（
指
鯖
）
　
　
　
　
　
　
－
ナ
シ

　
そ
う

　
艘
（
舟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ナ
シ

　
ふ
く

　
服
（
薬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ナ
シ

対
象
語
（
物
晶
）
の
相
違
（
変
更
）

　
げ
　
　
　
　
　
　
た
か
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
㌧

　
牙
　
　
　
猿
一
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
－
猪
一
疋

　
さ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぱ
り

　
竿
　
　
　
鷹
の
□
　
　
　
　
　
　
　
　
－
鷹
の
鶉

　
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
り

　
反
働
端
　
羽
二
重
…
…
奥
嶋
…
…
布
子
－
羽
二
重
…
…
太
織
、
麻
、

　
つ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
け

　
通
　
　
　
…
：
請
状
　
　
　
　
　
　
　
－
請
取

　
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
り

　
疋
　
　
　
羽
二
重
…
…
奥
嶋
：
…
・
布
子
－
羽
二
重
…
…
太
織
、
麻
、

　
ひ
き
　
　
　
　
　
　
た
か
い
ぬ

　
疋
　
　
　
猿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
鹿
、
猪

対
象
語
の
減
少

　
　
　
近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

（
三
保
）

●
　
●
　
●

つ連完領阜面莞枚宗本完振書疋婁 羽は番慕具ぐ重宝荷か
　　ひ　　　　　　　ね

葛
籠
、
樽

呉
服
、
小
袖

め
ぬ
き

目
貫
、
太
鼓

　
　
　
か
し
わ

鷹
…
…
黄
鶏

　
　
　
か
わ
せ
ミ

－
葛
籠
ア
リ
、
樽
ナ
シ

ー
呉
服
ア
リ
、
小
袖
ナ
シ

ー
目
貫
ア
リ
、
太
鼓
ナ
シ

ー
雁
…
…
ア
リ
、
黄
鶏
ナ
シ

　
　
く
ゾ
い
　
　
　
ひ
よ
ど
り

鶉
…
…
魚
狗
…
…
鳩
…
・
・
子
規
…
：
鵠
…
：
鵯
…
・
：

　
　
1
鶉
…
－
ア
リ
、
魚
狗
⑧
鳩
⑧
子
規
⑧
鵠
⑧
鵯
ノ
五
語
ナ
シ

鞍
、
鐙
、
轡
、
切
付
　
　
　
－
四
語
ナ
シ

つ
る
ぎ
　
　
な
き
な
た

鋤
、
長
刀
　
　
　
　
　
　
　
－
長
刀
ア
リ
、
銀
ナ
シ

ぷ
り
　
う
な
ぎ
　
　
　
さ
　
ご
　
　
し

鰯
、
鱒
…
…
青
前
魚
　
　
－
鰯
…
…
ア
リ
、
鱒
⑧
青
前
魚
ナ
シ

と
ぴ
う
を
　
　
ほ
し
ぱ
も
　
　
　
ひ
ら
め

文
鱈
魚
…
…
干
鰐
　
　
－
鮮
…
：
・
ア
リ
、
文
鱈
魚
⑧
干
鱒
ナ
シ

琵
琵
（
琶
ヵ
）
、
硯
、
碁
盤
、
将
碁
盤
、
双
六
盤
　
－
五
語
ナ
シ

鎧
、
具
足
　
　
　
　
　
　
　
－
鎧
ア
リ
、
具
足
ナ
シ

　
　
　
す
る
め

数
珠
、
鰯
、
串
貝
　
　
　
　
－
数
珠
、
鰯
ア
リ
、
串
貝
ナ
シ

　
　
　
さ
い
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
づ
き
　
　
　
　
は
だ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
さ

袷
…
－
細
美
…
…
道
服
…
・
：
被
衣
…
…
汗
杉
、
高
宮
嶋
…
…
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
袷
等
ア
リ
、
遣
服
以
下
五
語
ナ
シ

枕
、
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
－
香
炉
ア
リ
、
枕
ナ
シ

　
　
　
　
　
し
ろ
う
を
　
　
　
あ
め
　
く
ち
　
　
　
ご
ま
め
し
い
ら
　
き
す
ご

鯉
…
…
鱗
…
…
鮨
…
：
・
鰯
…
鰭
、
鰻
、
鯵
、
鱒
、
鰐
、
鰭
残
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
鯉
等
ア
リ
、
齢
以
下
九
語
ナ
シ

ト
　
対
象
語
の
増
加

張旨壷雇腰已管嘉

　　　　　　ん

笛太
刀
、
刀
、
脇
指

薫
物

か
　
や
　
　
　
　
　
か
て
う

蚊
厨
ま
た
蚊
帳

1
笛
、
笙
、
筆
簗

－
太
刀
、
刀
、
脇
指
、
劔

－
薫
物
、
壷
に
い
れ
た
る
を

1
蚊
鰯
、

1弓
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チ
、

近
世
の
往
来
物
④
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

　
ひ
き
　
　
　
　
　
た
か
い
ぬ

　
疋
　
　
　
猿

　
ま
い
　
　
　
　
　
　
と
ぴ
う
を

　
枚
文
鱈
魚
…
…

対
象
語
の
表
記
（
用
字
）
の
相
遠

－
鹿
、
猪

ひ
ら
め
　
か
れ
い

ー
鮮
、
鱗

（
三
保
）

　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
が
ら
　
　
　
　
あ
ひ
る

　
　
　
　
羽
　
　
　
鶉
…
…
山
柄
…
…
庭
鴨
…
・
：
1
鶉
…
…
山
雀
…
…
家
鴨

　
　
　
　
は
ね
　
　
　
　
　
か
ぶ
と

　
　
　
　
刎
　
　
　
胃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
兜

　
　
　
　
載
　
鯛
…
…
唖
皿
　
■
螂
…
鉦
皿
一
駁
カ
一

　
　
　
　
　
　
た
か
の
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
か
も

　
こ
の
他
、
　
「
鷹
之
鳥
く
維
子
に
か
き
る
事
ハ
（
詞
ヵ
）
外
ハ
／
鷹
之
属
鴨
と
い
ふ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
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こ
と

V
」
　
（
調
法
記
）
に
対
し
て
、
「
鷹
の
鳥
と
い
ヘ
バ
罐
／
に
か
ぎ
り
た
る
事
也
／
そ

　
　
　
　
た
か
　
　
つ
る
　
　
た
か
　
　
が
ん
　
　
と
り
　
　
　
な

の
ほ
か
ハ
鷹
の
鶴
／
鷹
の
雁
と
鳥
の
名
を
い
ふ
」
（
書
札
大
成
）
と
い
っ
た
類
似
、

相
違
の
類
も
あ
る
が
、
細
部
に
つ
い
て
は
省
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
り
」
　
　
　
　
　
　
　
こ
し

　
右
に
お
い
て
は
、
劔
の
助
数
詞
が
「
振
」
か
ら
「
腰
」
に
変
っ
た
り
、
弓
の
助
数

　
　
　
ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

詞
に
（
「
張
」
の
他
に
）
　
「
張
」
が
加
え
ら
れ
た
り
、
ま
た
、
助
数
詞
「
荷
」
の
対

　
　
　
　
　
　
り
や
う

象
か
ら
樽
が
、
　
「
領
」
の
対
象
か
ら
具
足
が
消
え
た
り
な
ど
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

異
同
が
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
分
析
を
侯
ち
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
ろ
く

　
本
書
に
は
、
ま
た
、
八
一
丁
ウ
か
ら
九
〇
丁
ウ
の
上
欄
に
、
「
○
目
録
の
し
た
㌧

　
　
　
　
は
こ
　
　
か
き
つ
け
　
　
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
㌧
ろ
え
　
　
こ
と

め
か
た
／
箱
の
書
寸
そ
の
外
／
し
な
く
心
得
の
事
」
と
い
う
一
条
も
あ
り
、
こ
こ

に
み
え
る
用
例
も
看
過
し
が
た
い
。
左
記
が
そ
れ
で
あ
る
。
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8
9
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銅
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＊

8
9
ウ
「
金
鼓
一
口
．
（
＊
鰐
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぺ
　
　
も
の
　
　
か
ず

　
次
に
、
先
の

方
法
は
書
札
調
法
記
の
場
合
に
同
じ
で
あ
る
。

　
［
翻
字
文
］

　
　
　
　
　
す
べ
　
　
も
の
　
　
か
ず

5
4
オ
3
　
0
都
て
物
の
員
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
え
　
　
こ
と

　
　
4
　
　
る
す
に
心
得
の
事

　
　
　
か
ん
む
り
　
　
ひ
と
か
ざ
り

　
　
5
　
冠
　
　
一
錺

　
　
　
　
え
ぼ
し
　
　
か
し
ら

　
　
6
　
烏
帽
子
　
一
頭

　
　
　
し
よ
う
ぞ
く
　
　
　
く
だ
り
　
　
　
い
つ
つ
い

　
　
7
　
装
東
　
一
領
〈
又
一
封
／
と
も
〉

　
　
　
　
ひ
た
㌧
れ
　
　
か
り
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
8
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狩
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一
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か
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ぎ
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は
か
ま
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や
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ふ
く
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さ
ね

　
　
1
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呉
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重
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ハ
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へ
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か
た
び
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1
2
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単
物
　
帷
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ハ
お
り
　
あ
ま
が
つ
ハ

　
　
ー
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羽
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雨
合
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ぬ
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よ
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ふ
と
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1
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布
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夜
着
　
蒲
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る
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1
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右
之
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ハ
み
な
一
ツ
と

　
　
ρ
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、
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し
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か
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は
り

5
4
ウ
ー

　
　
2

　
　
3

　
　
4

「
○
都
て
物
の
員
を
し
る
す
に
心
得
の
事
」
を
翻
字
す
る
。
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や
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ど
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維
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が
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右
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と
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灘
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存
疑
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5
8
オ
ー
4
ユ
照
」
存
疑
・
白

　
　
魚
二
十
一
筋
（
匹
）
、
ま
た
は
、
二
十
筋
を
一
ー
ト
樗
蒲
と
い
う
（
柳
亭
記
、
他
）
。

）六（

大
成
筆
海
重
宝
記
文
章
蔵
（
大
成
筆
海
重
宝
記
）

　
往
来
物
の
一
。
『
国
書
総
目
録
』
に
は
こ
の
書
名
が
み
え
な
い
が
、
「
大
成
筆
海
重

宝
記
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
、
一
冊
、
分

近
世
の
往
来
物
㊥
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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近
世
の
往
来
物
軸
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
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）

類
は
往
来
物
、
成
立
は
寛
政
九
年
、
と
あ
り
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
版
が
東
京

大
学
、
刊
年
不
明
の
も
の
が
金
沢
市
稼
堂
文
庫
（
「
大
成
筆
海
」
）
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵

さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
　
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
何
の
所
掲
も
な
い
。

　
架
蔵
本
は
、
縦
一
二
⑧
五
セ
ン
チ
、
横
一
八
璽
九
セ
ン
チ
の
横
本
、
二
つ
切
本
一

冊
で
、
原
表
紙
は
有
し
て
い
る
も
の
の
題
簸
（
も
と
左
肩
、
双
郭
）
も
外
題
も
な
い
。

扉
題
に
「
大
成
筆
海
重
宝
記
文
章
蔵
」
と
あ
り
、
柱
刻
に
「
筆
」
、
原
表
紙
に
「
筆

海
」
の
型
押
文
字
が
あ
る
。
内
容
は
「
年
頭
状
」
以
下
の
書
状
案
集
で
あ
る
が
、
巻

末
に
「
吉
書
始
め
の
詩
歌
晶
々
」
以
下
の
附
録
が
付
い
て
お
り
、
こ
の
目
次
（
目
八

丁
オ
）
に
「
大
成
筆
海
重
宝
記
附
録
目
」
と
あ
る
。
丁
数
は
、
扉
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丁
、
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八
丁
、
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七
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行
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館
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本
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。
①
＼
。
。
竈
）
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冊
は
、
右
と
同
版
で
あ
る
が
、

外
題
（
原
題
簸
、
左
肩
、
飾
り
郭
）
に
「
大
成
筆
海
重
宝
記
全
」
と
あ
る
。

　
扉
題
以
下
、
本
文
も
刊
記
も
右
に
同
じ
で
あ
る
が
、
唯
一
点
、
「
附
録
目
録
」
（
右

で
は
巻
首
に
位
置
す
る
）
が
、
本
文
部
と
附
録
部
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

　
助
数
詞
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関
し
、
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書
の
附
録
の
中
に
は
次
の
一
条
が
あ
る
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鳥
鷹
鴨
　
　
一
羽
　
鯛
鯉
鮒
　
　
　
一

3
　
罐
子
ニ
ツ
な
ら
バ
一
璃
嬢
鱗
㌧
　
十
ヲ
一
鐵

121110987654
す
鰯
軌
賊
ぴ
　
壱
灘
麟
一
ニ
ツ
一
蒜

　
ご
ふ
く
　
ニ
ツ
　
か
さ
ね
は
を
り

　
呉
服
　
　
　
　
　
一
重
　
羽
織

　
は
か
ま
　
　
　
　
　
　
く
だ
り
あ
ふ
ぎ
　
　
壱
本
ハ
　
　
ぴ

　
袴
　
　
　
　
　
一
封
　
扇
　
　
　
　
　
一
柄

た
ん
す
祭
も
ち
　
　
さ
ほ
つ
ゾ
ら
ニ
ツ
　
か

　
箪
笥
長
持
　
　
一
樟
　
葛
籠
　
　
　
一
荷

艇
織
、
ニ
ツ
壱
静
彫
臥
　
ニ
ツ
一
鵬

　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
　
　
さ
ミ
せ
ん
　
　
　
　
　
　
て
う

　
琴
　
　
　
　
　
一
弦
　
三
味
線
　
　
一
挺

　
ぴ
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
　
　
ふ
へ
　
　
　
　
く
ハ
ん

　
琵
琶
　
　
　
　
一
面
　
笛
　
　
一
管

　
の
り
も
の
か
　
　
ご
　
　
　
　
　
て
う
　
　
り
つ
く
ハ
　
　
　
　
　
ヘ
い

　
乗
物
駕
籠
　
　
一
挺
　
立
花
　
　
一
瓶

　
は
く
ぎ
ん
　
　
ま
い
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
ご
ん
　
　
ま
い
　
、

　
白
銀
壱
枚
ノ
十
両
也
　
黄
金
壱
枚
ノ
十
両
也

右
の
内
、
六
行
目
の
末
尾
の
付
訓
は
「
ぴ
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
く
ろ
く
し
た
㌧
　
　
　
　
　
ぢ
ま
に
た
る

ま
た
、
右
の
直
前
の
、
「
目
録
認
め
や
う
井
樽
の
事
」
（
一
四
一
丁
方
）

　
　
白
鳥
　
　
一
羽

　
　
属
　
　
　
二
羽

　
　
干
鯛
　
　
一
折

　
　
鮭
　
　
　
三
尺

　
　
海
月
　
　
壱
桶

ま
た
、

　
　
縮
綿
　
　
壱
巻

　
　
り
ん
ず
　
壱
巻

　
　
紅
繕
（
絹
）
壱
疋

　
　
真
綿
　
　
二
把

　
　
鯛
　
　
　
二

　
　
昆
布
　
　
三
把

　
　
壁
斗
　
　
壱
把

に
は
、
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樽
　
　
　
三
荷

の
よ
う
な
用
例
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
㈲
　
大
諸
礼
集

　
『
国
書
総
目
録
』
繭
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
武
家
故
実
書
と
し
て
分

類
さ
れ
、
十
七
巻
十
七
冊
、
著
者
は
伝
小
笠
原
貞
慶
、
写
本
に
東
京
都
立
中
央
図
書

館
（
東
京
誌
料
）
蔵
本
、
版
本
に
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
東
京
大
学
蔵
本
、
東

北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
、
刈
谷
図
書
館
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本
、
青
森
県
立
図

書
館
工
藤
文
庫
蔵
本
、
岐
阜
市
立
図
書
館
蔵
本
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
無
刊
記
）
。

　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
東
京
誌
料
、
〇
七
二
一
－
八
）
は
全
十
七
冊
で
、

新
し
い
藍
色
の
表
紙
の
題
簑
に
「
大
諸
礼
」
（
左
、
双
郭
）
と
あ
る
。
書
口
白
、
本

文
は
漢
字
働
平
仮
名
交
り
文
、
寸
法
は
縦
二
六
⑧
四
セ
ン
チ
、
横
一
七
⑧
四
セ
ン
チ
、

題
簸
匡
郭
は
縦
一
二
⑧
五
セ
ン
チ
、
横
一
蝪
六
五
セ
ン
チ
、
本
文
匡
郭
（
四
周
単
）

は
縦
二
〇
二
二
五
セ
ン
チ
、
横
一
五
二
ニ
セ
ン
チ
。

　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
青
洲
文
庫
蔵
本
（
＞
o
o
I
①
o
。
ト
。
旧
）
は
十
冊
仕
立
て
で
、
紺

色
の
原
表
紙
に
「
大
諸
礼
集
」
と
の
書
題
が
あ
る
（
左
、
直
）
。
第
四
璽
五
冊
の
二

冊
に
は
原
題
簸
（
左
、
双
郭
）
の
破
片
を
と
ど
め
る
。
寸
法
は
右
に
大
同
。
上
欄
や

行
間
に
朱
⑧
墨
の
書
入
れ
が
あ
る
（
加
筆
修
正
、
校
合
、
庵
点
、
句
読
点
等
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
て
う
　
　
　
　
い
な
た

　
（
例
、
本
文
）
…
属
一
鳥
五
…
鰍
二
懸
…
（
書
礼
之
次
第
、
第
一
七
条
）

　
　
　
　
朱
筆
で
、
「
鳥
」
の
左
に
「
甲
」
を
添
え
、
付
訓
「
て
う
」
に
重
ね
て

　
　
　
　
「
か
も
」
と
書
き
、
上
欄
に
「
美
物
肴
類
也
」
と
注
す
。
ま
た
、
「
鰍
」
の

　
　
　
　
左
に
「
。
」
印
を
付
し
、
上
欄
に
「
・
鰍
イ
ニ
」
と
注
し
、
付
訓
「
い

　
　
　
　
な
た
」
に
重
ね
て
「
し
り
が
い
」
と
書
く
。

　
折
紙
目
録
な
ど
の
場
合
、
朱
筆
で
そ
の
字
高
や
行
間
の
寸
法
を
指
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
蔵
本
（
Ω
ト
◎
①
1
お
H
）

は
全
十
七
冊
で
、
紺
色

の
原
表
紙
、
原
題
簸
（
左
、
双
郭
）
に
「
大
諸
礼
集
ぷ
目
観
し
の
よ
う
に
あ
る
。
寸

法
、
縦
二
七
儘
七
セ
ン
チ
、

横
三
⑧
四
セ
ン
チ
。

　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

横
一
八
⑧
九
セ
ン
チ
、
題
簸
匡
郭
縦
一
七
⑧

（
ミ
＼
o
。
睾
＼
ト
。
H
）
は
全
十
七
冊
で
、

一
セ
ン
チ
、

原
表
紙
（
黒
、

雷

文
様
）
、
原
題
簸
（
左
、
双
郭
）
に
「
大
諸
礼
集
省
目
観
」
の
よ
う
に
あ
る
。
旧
蔵
者

印
「
伊
勢
朝
明
郡
／
丹
羽
氏
蔵
書
」
（
朱
）
、
他
。

　
大
諸
礼
集
（
十
七
巻
十
七
冊
）
に
つ
い
て
は
、
平
凡
社
刊
東
洋
文
庫
に
収
録
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
（
全
二
巻
、
島
田
勇
雄
⑧
樋
口
元
巳
校
訂
、
一
九
九
三
年
二
月
二
二

日
）
。
で
き
る
だ
け
読
み
易
く
活
字
化
さ
れ
た
も
の
で
、
精
確
な
翻
刻
で
は
な
い
が
、

そ
の
内
容
を
知
る
に
は
至
っ
て
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
無

刊
記
版
に
は
美
濃
版
の
も
の
と
、
や
や
小
型
の
版
が
あ
り
、
刊
記
を
記
す
版
に
、
「

帥
雄
大
諸
礼
集
」
の
題
簸
を
も
つ
寛
延
二
年
版
が
あ
る
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
同
一

版
木
を
使
用
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
二
四
七
頁
）
。

　
助
数
詞
の
類
は
、
本
書
の
諸
所
に
み
え
て
い
る
が
、
殊
に
、
一
、
二
巻
の
「
書
札
」

の
巻
、
三
巻
の
「
書
札
註
」
の
巻
（
柱
刻
は
そ
れ
ぞ
れ
「
書
札
上
」
「
書
札
中
」
「
書

札
下
」
）
に
多
く
み
え
て
い
る
。
右
の
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
東
京
誌
料
）

を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
ら
三
巻
か
ら
用
例
を
抄
出
し
よ
う
。
頭
部
の
算
用
数
字
は
条

文
番
号
で
あ
り
、
6
オ
と
す
る
類
は
丁
数
で
あ
る
。
改
行
に
っ
い
て
の
注
記
は
省
略

す
る
。

　
（
一
巻
）

　
　
　
　
　
　
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
ゆ
　
や
う
だ
い

1
7
　
6
オ
　
一
樽
ひ
ふ
っ
書
状
に
か
き
加
る
様
本
之
事

　
　
　
　
　
　
き
さ
っ
い
さ
い
い
た
し
　
　
は
い
け
ん
　
　
　
　
そ
も
く
か
ん
　
　
　
て
う
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
貴
札
委
細
致
二
拝
見
一
候
抑
雁
一
　
鳥
五
　
鯛
十
　
御
樽
三
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
を
く
り
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
く
ハ
ん
　
な
く
　
　
　
ひ
る
い
　
　
　
　
し
か
し
な
か
ら
　
　
こ
ん
し
が
た
く

　
　
　
　
　
　
被
二
送
下
一
侯
　
賞
翫
　
無
二
比
類
一
侯
　
併
　
御
懇
志
難
二
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136
ウウ

6
ウ

6
ウ

近
世
の
往
来
物
箇
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
つ
く
し
　
　
　
　
　
　
よ
つ
て
ひ
け
う
に
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
ら
い
　
　
　
　
　
い
な
だ
　
　
か
け

申
尽
一
候
　
価
比
興
侯
へ
共
　
見
来
侯
間
　
鰍
二
懸
令
二
進
入
一

　
　
か
た
ぐ

侯
　
芳
以
二
参
上
一
可
二
申
込
一
可
レ
得
二
御
意
一
侯
　
恐
惇
謹

言
　
　
月
日
　
　
　
　
　
名
乗
判

　
　
　
　
　
　
き
ほ
う

　
某
殿
　
参
　
貴
報

　
　
　
あ
づ
か
り
つ
か
ひ
に
　
　
　
こ
と
さ
ら
　
　
　
　
　
は
い
り
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ
ま
り
　
　
　
は
た

先
日
者
預
御
使
侯
　
殊
更
見
事
之
拝
領
於
レ
ホ
レ
今
畏
入
存
戻
将

　
か
も
　
　
う
つ
ら
　
　
お
り
　
　
こ
ゐ
　
　
　
　
し
ほ
び
き
　
　
じ
や
く
　
か
い
あ
ふ
び

又
鴨
五
鶉
一
折
　
鯉
一
　
塩
引
三
尺
　
貝
飽
一
折
「
令
レ
進
レ
之

侯
　
心
事
以
二
面
拝
一
可
二
申
承
一
候
　
恐
々
護
言

　
　
月
日

　
そ
れ
か
し
と
の

　
某
殿
　
進
覧

と
り
　
　
な
に
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
べ
つ
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
し
だ
い
　
　
は
く
て
う
　
　
　
　
が
ん
　
　
　
　
き
じ

一
鳥
ハ
何
鳥
に
て
も
。
別
に
書
べ
し
。
次
第
ハ
白
鳥
一
　
雁
五
　
維
十

　
　
　
　
　
　
　
な
に
ど
り
　
　
　
　
　
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
　
　
こ
う
　
　
　
　
　
か
く

な
と
㌧
有
べ
し
。
何
鳥
に
て
も
数
有
べ
し
。
鯉
五
喉
な
ど
㌧
書
ハ
わ

　
　
　
｝
」
一
つ
　
　
　
　
じ

ろ
し
。
喉
の
字
有
べ
か
ら
ず
侯
。
又
一
か
け
な
ど
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

さ
け
　
　
　
　
　
し
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
き
　
　
か
ず

鮭
を
ば
五
尺
一
尺
な
ど
㌧
書
也
　
又
荒
巻
ハ
数
を
二
士
二
十
と
書
べ

　
　
お
り
か
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る

し
　
折
需
に
い
く
色
も
あ
れ
。
樽
の
そ
ハ
ん
時
ハ
い
ち
を
く
成
べ
し

を
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
も
つ
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
を
け
　
　
を
け

一
桶
に
入
戻
物
。
進
物
に
書
時
ハ
。
一
桶
十
桶
な
と
㌧
か
く
へ
し

お
り
か
ミ

一
折
紙
可
レ
調
様
　
次
第
上
中
下
如
此
也

　
　
く
ぱ
う
さ
ま
　
　
し
よ
け
　
　
　
　
し
た
㌧

是
ハ
公
房
様
へ
諸
家
よ
り
の
認
様
也

　
し
ん

　
進
上

　
　
　
た
ち
　
　
　
よ
う
ゆ
き
ひ
ら

　
　
御
太
刀
　
　
　
一
腰
行
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
　
け

　
　
御
馬
　
　
一
騰
毛

　
　
万
疋

　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
っ
ち
や

　
　
　
　
　
　
土
屋
左
衛
門
大
夫

49

1
4
オ

1
7
オ

1
7
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
元

　
　
　
し
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
さ
う
　
　
も
ち
ろ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぱ
う

「
是
ハ
三
職
へ
の
趣
也
　
此
中
に
も
真
草
ハ
勿
論
也
　
人
に
よ
り
公
方

　
　
　
　
　
　
　
と
㌧
の
へ
．

様
へ
の
こ
と
く
相
調
ら
る
㌧
か
た
も
在
之
べ
し

　
　
御
太
刀
　
　
一
腰
国
光

　
　
御
馬
　
　
　
疋
醐
原
毛

　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
左
衛
門
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
元
　
　
　
　
　
（
第
4
4
条
、
下
略
）

ち
う
も
ん
か
き
や
う
　
　
　
　
　
　
か
ミ
　
　
ま
い
　
　
お
り
か
ミ
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
し
だ
い

一
注
文
書
様
の
事
。
需
一
枚
を
折
紙
に
し
て
書
べ
し
　
書
べ
き
次
第

如
レ
此

　
ち
う
も
ん

　
注
文

た
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

太
刀
　
　
一
腰
名
あ
る
へ
し

を
り
も
の
　
　
　
　
　
か
さ
ね

織
物
　
　
五
重

お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

折
　
　
　
十
合

　
ど
り

山
鳥
　
　
二

は
く
て
う

白
島

が
ん
、

臆
　
　
　
五

た
い鯛

　
　
一
折

こ
ゐ鯉

　
　
一
折

た
る
　
　
　
　
　
　
　
か

樽
　
　
十
荷

駿
　
忌
毛
付
有
之
べ
し

く
ハ
ん
も
ん

百
貫
文

　
　
　
以
上
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（
二
巻
）

4
オ

5
オ

5
ウ

6
オ

9
オ

松
田
左
衛
門
大
夫
　
　
（
第
4
9
条
、

下
略
）

　
た
る
お
り
か
ミ

一
御
樽
折
氏
叩
調
様
の
事

餓
零
い
携
蕊
一
し
御
掃
十
合
数
不
定
魏
五
合
数
不
足
御

た
る
　
　
か
や
な
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
が
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

樽
十
荷
柳
な
ら
バ
柳
何
荷
と
書
べ
し
。
御
字
は
不
レ
可
レ
有
之

　
　
　
　
　
　
た
る
　
　
　
　
な
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
　
　
か
き

天
野
な
ら
バ
御
樽
天
野
何
荷
と
可
レ
有
レ
之
　
裏
の
書
様
同
前

一
書
礼
に
む
ち
　
ゆ
が
け
　
う
っ
ほ
な
ど
を
か
な
に
書
て
可
然
也

　
　
　
　
　
　
た
か

馬
の
ハ
む
ち
　
鷹
の
は
ふ
ち
な
り
。
同
あ
っ
ち
　
に
き
り
　
い
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か

き
此
類
も
か
な
よ
く
侯
。
同
鷹
の
事
か
な
た
る
へ
し
。
せ
う
の
と
り

た
る
鳥
を
も
兄
鷹
の
取
た
る
鳥
の
「
よ
し
書
べ
き
事
に
て
候
。
殊
の

　
　
　
え
が
ら
　
　
　
し
や
う
く
ハ
ん
な
き
　
　
ひ
る
い

せ
う
の
餌
柄
を
ば
賞
翫
無
二
比
類
由
に
候
能
々
心
得
有
べ
き
也

ミ
だ
い
　
　
　
　
お
り
か
ミ

一
御
台
へ
参
折
紙
の
事

　
　
　
し
ん
上

御
か
う
は
こ
　
　
　
一
こ
（
煉
鯨
イ
↓
精
州
サ
璋
繍
躰
）

御
ほ
ん
　
　
　
　
　
一
こ
（
｛
イ
銅
吋
H
）

三
千
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
や
う
じ
く
ハ
ん
と
じ
ゆ
り
や
う

　
　
以
上
　
　
　
　
名
字
官
途
受
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
乗

　
　
　
　
　
　
な
の
り
　
り
や
く
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

仮
名
の
と
き
は
名
乗
大
略
上
の
字
か
な
に
か
く
へ
し
　
又
下
の
字
を

　
　
　
　
か
き

も
か
な
に
書
し
人
も
有
之

ぱ
だ
う
ぐ
し
よ
じ
や
う
　
へ
き
　
と
㌔
な
ふ

一
馬
道
具
書
状
に
可
レ
調
之
事

讐
。
嘩
。
壁
齪
共
鵠
一
疋
之
分
戒
韓
頁
轟

　
　
　
た
づ
な
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
　
　
　
ぐ
　
　
　
む
ま
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ

　
一
間
　
手
綱
一
艘
　
房
一
具
　
馬
衣
一
枚
　
鞠
一
丸
／
穎
と
も
は
つ
な

一
間
　
し
つ
つ
な
一
筋
　
う
つ
ほ
㌧
一
”
　
奉
射
の
ゆ
か
け
か
た
く

394028

99ウオ
9
ウ

（
三
巻
）

8
ウ

9
オ

と
鷲
の
ゆ
が
け
頁
磁
一
一
融
磁
毒
と
一
七
雛
な
り
一

を
け桶

と
は
廿
筋
也

う
さ
ぎ
　
　
　
み
㌧
　
　
ミ
・
　
　
　
　
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
㌧

一
兎
ハ
一
耳
二
耳
　
一
疋
二
疋
と
ハ
悪
し
。
但
し
一
耳
と
「
ハ
ニ
つ
の

　
　
　
　
　
　
か
た
み
㌧
　
　
か
く

事
也
一
つ
を
ハ
片
耳
と
書
な
り
。
　
一
つ
二
つ
と
ハ
く
る
し
か
ら
ず

　
　
　
か
く

「
侯
　
書
べ
き
な
り

一
驚
を
ば
茅
か
よ
う
に
書
べ
き
也
一
騒
献
蝉
繍
二
轡
一

し
ん
　
お
り
か
ミ
と
㌧
の
へ
や
う

一
進
上
折
需
調
様
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
め
い

　
た
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

御
太
刀
　
　
一
腰
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
け
づ
け

御
駿
　
一
農
鮒
一
し

万
疋

　
　
　
　
ミ
や
う
じ
く
ハ
ん
あ
る
ひ
　
じ
ゆ
り
や
う
な
の
り

　
以
上
　
名
字
官
　
或
ハ
受
領
名
乗

　
　
同
又

御
太
刀

　
ゑ

「
御
絵

　
か
う
ぱ
こ

御
香
合

き
ん
ら
ん

金
欄

　
ぼ
ん

御
盆

　
　
一
腰
銘

一
幟
筆
、
、

　
一
惟
い
H

一
轍
色
付

三
櫛
惟
許
カ
一

　
　
　
以
上

　
　
又

　
御
太
刀
　
　
一
腰
行
平

　
　
か
う
ぱ
こ

御
香
合
　
一
誰

如
レ
此
引
合
を
香
合
下
に
付
ら
る
㌧
も
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
　
つ

れ
ば
。
四
色
た
る
間
　
故
実
也

こ
れ
ハ
引
合
を
そ
ゆ

近
世
の
往
来
物
幅
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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29

9
ウ

1
0
オ

二
〔□

　
近
世
の
往
来
物
悔
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
以
上

　
「
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
御
太
刀
　
　
　
一
腰
釜

御
経
　
　
互
肇
欝

　
　
ゆ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う

　
御
弓
　
　
　
　
二
十
張

　
く
ハ
ん
す

　
鍵
子
　
　
　
　
二
十

　
ひ
き
あ
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う

　
引
合
　
　
　
　
十
帖

　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
う

何
れ
も
此
書
様
に
て
可
レ
被
二
心
得
一
也
。
こ
れ
ハ
み
な
　
公
方
様

　
　
　
　
　
　
　
て
う
も
く

へ
進
上
之
分
也
。
鳥
目
の
時
は
た
ゾ
千
疋
万
疋
と
斗
あ
る
べ
し
　
同
事

　
　
　
　
　
じ

な
が
ら
萬
の
字
ハ
わ
ろ
し
。
万
の
字
よ
し
と
云
々

一
御
台
へ
ま
い
り
戻
折
紙
之
事

　
し
ん
上

　
御
か
う
は
こ
　
一
こ

　
御
ほ
ん
　
　
　
一
こ

　
三
千
ひ
き

　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
ミ
や
う
じ
く
ハ
ん
　
　
　
　
　
じ
ゆ
り
や
う

　
　
　
　
　
　
　
名
字
官
　
又
ハ
受
領
名
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
く
　
　
　
　
　
し

　
か
な
の
時
ハ
。
名
の
り
大
略
上
の
字
を
か
な
に
書
戻
。
又
下
の
字
を

　
も
書
く
人
も
あ
り

資
料
B
群

礼
式
書
札
集

　
『
国
書
総
目
録
』
雪
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
で
は
礼
法
書
と
し
て
分
類
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
版
本
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
H
　
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
版

　
　
　
　
　
ω
　
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
穎
原
文
庫
蔵
本
（
二
冊
）

　
　
　
　
　
ω
　
弘
前
図
書
館
蔵
本
（
「
礼
式
集
」
、
下
存
　
一
冊
）

　
○
　
貞
享
五
年
（
ニ
ハ
八
八
）
版

　
　
　
　
　
㈲
　
神
宮
文
庫
蔵
本
（
二
冊
）

　
目
　
刊
年
不
明

　
　
　
　
　
㈹
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
冊
）

　
　
　
　
。
ω
　
大
橋
図
書
館
蔵
本
（
一
冊
）

　
『
近
世
文
学
資
料
類
従
　
参
考
文
献
編
1
4
　
重
宝
記
集
一
』
（
近
世
文
学
書
誌
研

究
会
編
、
野
田
千
平
解
説
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
勉
誠
社
刊
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の

他
、
延
宝
三
年
版
と
し
て
左
記
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
㈹
　
前
田
金
五
郎
氏
蔵
本
（
一
冊
）

　
　
　
　
　
ω
　
前
田
金
五
郎
氏
蔵
別
本
（
上
巻
一
丁
欠
）

延
宝
三
年
版
に
は
、
上
方
倣
と
み
ら
れ
る
㈹
、
ω
と
江
戸
版
と
み
ら
れ
る
ω
と
の
二

種
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
ω
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
穎
原
文
庫
本
（
ミ
一
＼
H
）
は
、
上
⑧
下
二

巻
の
横
本
二
冊
で
、
縦
二
二
働
八
セ
ン
チ
、
横
二
〇
⑧
五
セ
ン
チ
の
二
つ
切
本
。
原

表
紙
（
繧
色
、
無
地
）
の
ま
ま
だ
が
、
上
巻
の
表
紙
は
、
そ
の
表
面
を
覆
っ
て
い
た

繧
色
の
薄
紙
が
剥
落
し
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
き
、
右
の
類
従
の
解
説
で
は
「
た
だ

し
上
巻
表
紙
の
み
原
表
紙
に
灰
色
の
紙
を
貼
布
。
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
明
か
な
誤

り
）
。
後
補
の
題
簑
（
左
肩
、
双
郭
）
に
「
礼
式
書
札
集
　
上
（
下
）
」
と
あ
る
。
序

題
、
目
録
題
は
こ
れ
に
同
じ
。
尾
題
な
し
。
匡
郭
な
し
。
柱
刻
は
「
序
」
「
目
録
上
」
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「
上
」
、
「
目
録
」
「
下
」
、
紙
数
は
、
上
に
二
八
丁
（
序
一
、
目
録
二
、
本
文
二
五
の

丁
数
）
、
下
に
二
八
丁
（
目
録
一
、
本
文
二
七
丁
の
丁
数
）
の
計
五
六
丁
。
　
一
ぺ
ー

ジ
相
当
（
半
丁
）
に
一
五
行
。
墨
の
書
入
が
あ
る
（
江
戸
中
期
）
。
上
巻
序
の
末
、

下
巻
奥
（
二
八
丁
オ
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
は
序
敬
年
月
日
⑧
著
作
年
月
日
の
類

で
あ
ろ
う
か
（
右
類
従
の
解
説
で
は
「
刊
記
」
と
す
る
）
。

　
　
序
⑧
奥
　
「
延
宝
三
肥
弥
生
上
旬
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
次
の
㈹
と
は
異
版
で
、
本
文
配
置
に
差
異
が
あ
る
。

　
以
下
の
三
本
は
右
類
従
の
解
説
に
よ
る
（
㈹
薗
ω
に
お
け
る
「
刊
記
」
と
の
用
語

に
っ
い
て
は
解
説
の
ま
ま
と
す
る
。
㈲
の
そ
れ
は
刊
記
と
認
め
ら
れ
る
）
。

　
③
前
田
金
五
郎
氏
蔵
本
は
、
上
⑧
下
二
巻
一
冊
（
改
装
）
、
縦
二
二
薗
五
セ
ン
チ
、

横
一
九
⑧
ニ
セ
ン
チ
の
横
本
。
原
表
紙
（
砥
粉
色
）
、
原
題
姦
（
下
部
破
損
、
左
肩
、

双
郭
）
に
「
嫡
礼
式
書
札
集
」
、
序
題
爾
尾
題
「
礼
式
書
札
集
」
、
目
録
題
「
書
札

集
目
録
上
」
「
礼
式
書
札
集
目
録
下
」
、
匡
郭
な
し
、
柱
刻
「
礼
上
　
一
（
∫
廿
四
）
」

「
礼
下
　
一
（
∫
一
九
）
」
、
計
四
三
丁
。

　
　
刊
記
　
　
「
延
宝
三
肥
六
月
吉
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
ω
前
田
金
五
郎
氏
蔵
別
本
は
、
右
③
と
同
版
、
上
巻
一
丁
欠
、
表
紙
後
補
、
題
簸

な
し
、
裏
打
、
彦
補
あ
り
、
他
ω
と
同
じ
。

　
㈲
神
宮
文
庫
蔵
本
は
、
右
㈹
を
か
ぶ
せ
彫
に
し
た
本
で
、
上
魑
下
二
巻
二
冊
、
縦

二
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
九
ニ
セ
ン
チ
、
原
表
紙
（
繧
色
）
、
原
題
簸
（
双
郭
）
に
「

嫡
礼
式
書
札
集
　
上
（
下
）
」
、
内
容
は
㈹
に
同
じ
。
刊
記
左
記
。

　
　
刊
記
　
　
「
貞
享
五
戊
辰
年

　
　
　
　
　
　
　
茨
木
多
左
衛
門
」

　
右
類
従
に
は
、
㈹
を
底
本
と
す
る
複
製
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
A
ス
こ
れ
に
よ
り
、

助
数
詞
（
お
よ
び
、
単
位
）
に
関
わ
る
条
を
拾
い
出
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
／
印
は
改
行
、
［
］
印
は
目
録
の
輪
郭
を
示
す
郭
を
示
し
、
＊
は
折
目
の
所
在
を

示
す
、
真
行
草
の
別
省
略
）
。
ま
た
、
右
の
ω
（
京
大
本
）
に
お
け
る
書
入
を
『
　
』

内
に
示
す
。

　
　
　
（
ひ
と
つ
）

上
9
オ
ニ
太
刀
目
録
晶
々
　
禁
裏
　
公
方
様

　
　
　
　
［
進
上
　
／
＊
御
太
刀
一
腰
／
御
馬
一
疋
／
＊
　
以
上
　
／
　
名
字
官
／

　
　
　
　
　
名
乗
］

　
9
ウ
「
［
進
上
　
／
御
太
刀
　
一
腰
／
＊
御
弓
　
一
張
／
御
征
矢
　
一
腰
／
御
鎧

　
　
　
　
一
領
／
＊
御
馬
　
一
疋
／
　
以
上
　
／
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

　
　
　
　
［
進
上
　
／
＊
御
刀
　
一
腰
長
光
／
御
脇
指
　
一
腰
正
宗
／
御
産
衣
　
二

　
　
　
　
／
＊
　
以
上
　
／
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

　
　
　
　
［
進
上
／
＊
綿
百
把
／
糸
百
斤
／
段
子
百
端
／
＊
金
蘭
百
端

　
　
　
　
／
　
以
上
　
／
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

　
　
　
　
［
進
上
　
／
白
鳥
　
二
／
＊
臆
　
三
／
鯛
　
一
折
／
鱈
　
一
折
／
＊
海
月

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
／
　
已
上
　
／
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

1
0
オ

1
0
ウ

「
［
進
上
　
／
＊
御
盃
台
　
一
／
御
樽
代
金
子
十
両
／
＊
　
以
上
　
／
　
名

字
官
／
　
名
乗
］

［
進
上
　
／
御
呉
服
　
十
　
／
　
内
自
二
　
／
以
上
　
／
　
名
字
官
／

　
名
乗
］

　
　
　
　
　
　
　
偏
ト
と

［
進
上
　
／
御
帷
子
　
五
／
　
内
御
単
物
二
　
／
　
以
上
　
／
　
名
字
官

　
／
　
　
名
乗
］
（
専
け
㌣
ゼ
旺
・
鴛
の
欝
。
「
据
忙
㍍
酋
肩
雄
熱
灯
あ
り
　
）

［
進
上
　
鱒
塩
曳
　
五
／
　
　
　
／
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

「
［
進
上
　
／
御
折
櫃
物
　
一
合
／
　
已
上
　
／
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

右
之
目
録
　
禁
裏
　
公
方
様
江
上
ル
／
躰
な
り
此
内
名
字
官
／
を
除
き

又
ハ
真
行
／
草
の
書
様
に
て
貴
入
／
等
輩
へ
も
用
る
也

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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近
世
の
往
来
物
画
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
　
一
関
白
親
王
江

　
　
　
［
　
　
／
進
上
　
／
＊
御
太
刀
　
一
腰
／
御
馬
　
一
疋
／
＊
　
以
上

　
　
　
／
　
名
乗
］

　
　
　
此
目
録
少
行
字
を
ま
ぜ
／
て
宮
門
跡
摂
家
門
跡
江
／
用
る
な
り
又
進
上

　
　
　
を
／
除
名
乗
の
下
右
江
よ
せ
／
上
と
云
字
書
時
ハ
進
上
／
程
之
敬
な
り

　
　
　
た
と
へ
は
／
名
乗
上
如
此
可
書

u
オ
ニ
敬
方
江

　
　
　
　
［
　
　
／
＊
御
太
刀
　
一
腰
／
御
馬
　
一
疋
／
＊
　
以
上
　
／
　
名

　
　
　
　
　
字
官
］

　
　
　
一
少
敬
方
又
等
輩
江
も

　
　
　
　
［
　
　
／
＊
御
太
刀
　
一
腰
／
御
馬
　
一
疋
／
＊
　
以
上
　
／
　
名

　
　
　
　
　
字
官
］

　
　
　
　
当
時
ハ
い
に
し
へ
と
ち
か
ひ
／
古
上
輩
に
用
る
を
等
／
輩
に
用
由

u
ウ
「
一
家
来
又
ハ
猿
楽
江

　
　
　
　
［
　
　
／
＊
太
刀
　
一
腰
／
馬
　
一
疋
／
＊
　
以
上
　
］

　
　
　
　
町
人
家
来
同
前
之
／
者
の
方
へ
如
此
候

1
6
オ
ニ
神
前
目
録
井
佛
前
目
録

　
　
　
　
佛
前
江
如
此

　
　
　
　
［
奉
献
上
　
／
＊
御
太
刀
　
一
腰
／
御
馬
　
一
疋
／
＊
　
以
上
　
／

　
　
　
　
　
名
字
官
／
　
名
乗
］
（
一
ポ
献
躰
い
兼
イ
引
ト
ボ
一
）
鱈
㌔
る
）

　
　
　
　
神
前
江
如
此

　
　
　
　
［
奉
献
上
　
／
＊
雄
劔
　
一
振
／
龍
蹄
　
一
疋
／
＊
　
以
上
　
／
　
名

　
　
　
　
　
字
官
／
　
名
乗
］

1
7
オ
ニ
女
中
方
よ
り
男
の
方
へ
目
録

　
　
　
主
君
の
奥
其
外
様
々
敬
方
江
如
此
男
／
の
方
よ
り
も
同
書
様
な
り
た
㌧

　
　
　
　
し
／
男
ハ
名
字
官
名
乗
可
書

　
　
　
　
［
志
ん
上
　
／
御
ひ
ら
　
／
＊
ゆ
き
　
　
／
御
ま
な
　
／
や
ま
ふ
き

　
　
　
　
／
＊
御
や
な
き
　
／
　
已
上
　
／
　
　
た
れ
　
／
　
　
内
］

　
　
　
　
［
　
　
　
／
志
ん
上
　
／
＊
た
い
　
　
三
／
＊
　
　
　
　
／
　
も
り

　
　
　
　
　
と
さ
の
守
／
　
か
つ
重
］

　
　
　
　
男
の
方
／
よ
り
主
君
ノ
／
奥
其
外
／
敬
方
へ
如
／
此
但
志
ん
／
上
を

　
　
　
　
の
そ
／
き
等
輩
／
へ
も

　
　
　
　
名
乗
の
下
ハ
守
に
可
書
／
た
と
へ
は
　
か
つ
重
如
件

　
　
　
　
［
　
　
　
／
志
ん
上
　
／
＊
御
香
て
ん
万
ひ
き
／
＊
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
も
り
い
か
の
守
／
　
名
乗
］

　
　
　
　
［
　
　
　
／
志
ん
上
　
／
＊
　
万
ひ
き
　
／
＊
　
　
　
　
／
　
も
り

　
　
　
　
　
い
か
の
守
／
　
名
乗
］

1
9
オ
ニ
首
注
文
之
事

　
　
　
　
竪
昏
な
り
人
数
次
第
継
需
に
／
し
て
可
書
但
需
の
端
に
如
此
可
／
書
出

　
　
　
　
康
安
二
年
五
月
七
日
於
河
内
国
高
／
山
及
一
戦
討
捕
之
首
目
録

　
　
　
　
毒
り
一

　
　
　
　
　
首
壱
柳
生
七
郎
関
甚
平
討
捕
之

　
　
　
　
　
首
弐
細
川
四
郎
成
尾
丹
下
討
捕
之

　
　
　
　
　
　
太
田
半
平

　
　
　
　
　
首
壱
名
字
不
知
村
上
九
郎
討
捕
之
／
（
一
行
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
右
首
数
都
合
千
五
百
五
拾
此
外
付
／
於
不
知
数
　
　
　
　
／
（
下
略
）

2
0
オ
「
一
ゆ
か
け
の
事
『
鮭
鮪
↓
則
㎞
帥
の
時
ハ
』

　
　
　
　
弓
ハ
御
右
ゆ
か
け
一
指
『
1
右
掛
』
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又
御
弓
ゆ
か
け
と
も

　
　
『
又
御
礫
一
懸
と
も
』

　
鷹
ハ
　
御
左
ゆ
か
け
一
指
『
1
指
掛
』

　
　
又
御
鷹
ゆ
か
け
と
も
可
書
之

（
一
脱
）

　
箱
の
上
書
之
事

　
（
中
略
）

　
［
蝋
燭
　
百
挺
］
　
　
［
御
茶
　
名
字
官
］

足
な
き
箱
に
ハ
如
此
板
目
二
可
書
之

2
ー
オ
ニ
物
之
数
書
様

　
『
⑧
』
一
馬
ハ
　
む
ち

　
『
⑱
』

2
ー
ウ
「

2
4
ウ

下
2
ウ

一
う
つ
ほ

一
鞍
覆

一
狸
々
緋

一
甲

一
押
懸

　
ホ一

保
一
掛

何
間一

独
敵

一
掛

『
二
ゆ
か
け
轟
』

『
こ
一
鷹
ハ
　
ふ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し

『
、
』
一
あ
を
り
　
一
刺
＝
懸
』

一
鞍
『
一
背
』
　
口

一
鐙
　
　
　
一
足

一
甲
味
方
　
一
頭

一
切
付
　
　
一
口

　
　
如
此
可
書

「
一
鷹
一
も
と
二
も
と
の
字
之
事

　
　
一
厭
　
二
聯
（
聯
ヵ
）
　
三
窟
〈
是
ハ
三
連
よ
り
／
百
二
百
連
迄
〉

　
　
　
　
　
（
人
カ
）

　
　
一
本
□
久
二
不
書
由

　
　
　
　
　
『
禁
将
ノ
外
不
用
』

「
一
香
糞

　
上
輩
［
　
　
　
／
進
上
　
／
＊
御
香
糞
　
千
疋
／
＊

　
　
　
　
名
字
官
／
　
名
乗
］

　
下
輩
［
　
　
　
／
＊
香
糞
　
百
疋
／
＊
　
　
　
　
］

　
中
輩
［
　
　
　
／
＊
御
香
糞
　
拾
両
／
＊
　
名
字
官
］

／

　
　
　
　
　
御
経
な
と
認
（
存
疑
）
時
ハ
／
御
経
先
に
可
書

　
主
な
と
こ
ろ
を
引
用
し
た
が
、
書
状
等
の
中
に
は
、
「
時
服
三
具
進
覧
之
侯
」

1
2
ウ
）
、
「
時
服
五
具
進
之
侯
」
（
上
1
6
ウ
）
、
「
十
帖
一
本
御
持
参
」
（
上
1
5
オ
）

の
表
現
も
み
え
て
い
る
。
「
十
帖
一
本
」
と
は
紙
一
束
と
扇
一
本
の
謂
で
あ
る
。

○
　
字
林
用
文
筆
宝
蔵

な（
ど上

　
『
国
書
総
目
録
』
に
は
所
掲
が
な
い
。
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
、
分
類
は
往
来

物
と
し
て
左
記
一
本
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
版
　
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本

　
右
蔵
本
一
冊
（
琴
農
ベ
ゴ
目
＞
○
＼
虞
＼
畠
）
は
、
後
補
表
紙
に
直
に
「
字
林
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
り
ん
よ
う
ぷ
ん
ひ
つ
ほ
う
ざ
う

文
筆
宝
蔵
」
（
左
肩
）
と
あ
り
、
扉
題
に
も
「
字
林
用
文
筆
宝
蔵
」
と
あ
る
。
書
型

は
、
縦
二
六
爾
一
セ
ン
チ
、
横
一
七
観
九
セ
ン
チ
の
大
本
、
計
八
一
丁
、
桂
刻
爾
魚

尾
な
し
、
本
文
は
漢
字
で
平
仮
名
付
訓
あ
り
。

　
　
刊
記
　
　
「
寒
水
八
己
亥
年
正
月
吉
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
工
入
町

　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
損
）
　
　
　
　
　
　
　
版
（
或
は
「
衛
」
か
）
」

　
　
　
　
　
　
も
く
ろ
く
と
㌧
の
へ

　
本
書
に
は
、
「
目
録
調
や
う
」
（
一
六
丁
オ
）
、
　
「
諸
物
異
名
」
（
七
八
丁
オ
）
な
ど

に
次
の
よ
う
な
助
数
詞
、
お
よ
び
、
単
位
が
み
え
て
い
る
。

　
　
も
く
ろ
く
と
㌧
の
ヘ

イ
「
㊧
目
録
調
や
う
」
（
一
六
丁
オ
）
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
ひ

　
　
㊧
鳥
を
バ
ニ
一
と
書
也
一
羽
二
羽
一
番
二
／
番
折
と
ハ
か
㌧
ざ
る
物
也
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
　
　
じ
ん
物
ハ
／
魚
類
よ
り
さ
き
に
書
也

　
　
し
ん
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
は
く
て
う
　
　
　
　
　
　
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
　
　
　
　
　
を
り
　
す
ゾ
き

　
　
［
進
上
　
　
　
／
白
鳥
　
一
　
／
雁
　
　
二
　
／
鯉
　
　
一
折
／
鰭
　
　
一
折

　
　
　
　
く
ら
げ
　
　
　
　
を
け

　
　
　
／
海
月
　
三
桶
／
　
以
上
　
　
／
　
　
氏
名
　
／
　
　
　
名
乗
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
び

　
　
［
　
　
　
　
／
露
　
　
二
／
　
／
鯛
　
　
一
折
／
鮭
　
　
一
尺
／
海
老
　
一

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）
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近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

　
　
　
は
ま
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る

　
折
／
蛤
　
　
一
籠
／
　
以
上
　
　
／
樽
あ
ら
バ
す
ゑ
に
／
か
く
べ
し
］

　
ち
う
も
ん
と
＼
の
へ
や
う
ほ
う
し
き

「
息
註
文
調
様
法
式
」
（
：
ハ
丁
ウ
）
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
た
ん

㊥
ま
き
物
類
ハ
一
端
二
端
と
か
く
物
也

　
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
び
き

㊥
絹
（
中
略
）
何
疋
と
か
く
物
也
（
下
略
）

　
た
ち
を
り
か
ミ
ほ
う
し
き
と
＼
の
へ
や
う

「
ム
太
刀
折
紙
法
式
調
様
」
（
一
七
丁
ウ
）
の
中
に
、

　
□
進
上
　
　
／
＊
御
太
刀
一
腰
□
（
？
）
／
　
　
此
間
三
十
六
分
／
御
馬

　
疋
粍
／
　
以
上
（
下
略
）

　
ぢ
よ
ち
う
も
く
ろ
く
か
き
や
う
　
　
　
こ
と

「
ム
女
中
目
録
書
様
ノ
事
」
（
一
九
丁
オ
）
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
ち
う

　
も
く
ろ
く
ニ
ハ
も
く
ろ
く
な
し
と
／
い
へ
ど
も
女
中
ハ
く
る
し
か
ら
ざ
る

　
に
や

　
□
し
ん
上
　
　
／
白
て
う
　
二
　
／
＊
　
た
い
　
一
折
／
た
ら
　
一
折

　
　
／
　
さ
け
　
　
五
　
／
＊
　
ふ
な
　
　
一
折
／
　
御
た
る
　
十
か
　
／

　
　
已
上
　
／
　
ミ
や
う
じ
訟
帆
一

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
じ
ん
き
に
ん

㊧
し
ん
上
と
有
ハ
／
主
人
貴
人
の
／
女
中
方
へ
男
の
／
方
よ
り
し
ん
上
の
／
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
い
大
方
如
此
也
／
男
の
方
よ
り
女
中
方
ヘ
ハ
か
な
に
て
書
／
物
也
女
の
こ
と

　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
な

　
バ
に
／
鯛
を
ひ
ら
鱈
を
／
ゆ
き
鮒
を
山
ぷ
き
／
な
と
㌧
い
ふ
也
男
の
／
方
よ

　
　
　
か
く

　
り
ハ
書
へ
か
ら
ず

　
［
　
　
　
　
　
　
／
白
て
う
　
一
　
　
／
＊
御
ひ
ら
　
一
を
り
／
ゆ
き

　
　
一
を
り
／
御
ま
な
　
五
　
　
／
＊
や
ま
ぶ
き
一
を
り
／
御
た
る
　
十
か
　
／

　
　
　
已
上
　
一

　
　
　
　
　
　
か
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ミ
や
う

㊧
如
此
し
ん
上
書
／
な
き
ハ
女
中
よ
り
／
男
の
方
へ
異
名
／
を
か
く
も
の
也
／

　
上
の
女
中
よ
り
／
下
（
下
略
）
』

「
諸
物
異
名
」
（
七
八
丁
オ
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
欄
を
設
け
、
た
と
え
ば
、

　
さ
け
　
　
　
　
　
　
せ
い
し
う
　
　
ち
く
よ
う

　
酒
　
　
　
青
州
　
竹
葉

　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　よ
書圭大モ琵ぴ刀実銭芝紙室筆妻香書酒春う
物ξ鼓で琶わ　な　　　　　　　　　に一
　　ミ　　　　　　　　　あ樽莞
一さ一一一一十一一く（一令　み
r掛倉面㌻1萎擁噌灘含麟
シ　　　　ー一一詞
御き　　　疋折書本例　異雲え
経言　　　長小　　　　　　ナ　　名泉麦
二　　，劣劣百一一シ　　を
巻二笛麦箏ニハハ文張ぢ封一）　　省
と　　　一一を　　　　　　　い
云　・娃十一　　　て
　一く一ち生し疋葉書　　　列
　管2張拝　　　　　　挙
　　　　　　　　　　　す　　　舟着碁ご扇1墨鴫茶章註

机1　＿＿＿＿＿＿姿
＿鞠春鼓妻艘言局本挺面完斤完と

脚1　　　　　書
　一一　　　　　　　　　　　　で
　足芝丁ξ　　　　　　　　あ

う
ん
せ
ん

雲
泉

異
名
を
省
い
て
列
挙
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
て
う
　
　
　
　
お
り
　
　
　
　
　
ハ
り
　
　
　
　
よ
う

一
帖
一
折
一
張
一
葉

十
文
を
一
疋
　
百
文
を
十
疋

一
と
こ
し
　
　
小
太
刀
ハ
一
と
こ
し

一
と
ふ
り
　
　
長
太
刀
ハ
一
と
振
と
云

　
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
。
　
ち
や
う

目
　
萬
代
用
文
字
宝
大
全

　
『
国
書
総
目
録
』
に
は
所
掲
が
な
い
。
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
、
分
類
は
往
来

物
と
し
て
左
記
版
本
二
本
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
ω
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
　
上
下
二
冊

　
　
　
　
ω
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
　
一
冊

　
ω
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
本
（
琴
9
員
オ
ξ
①
－
＞
）
二
冊
は
、
紺
色
の
表
紙
に
原

題
簸
を
有
し
（
左
肩
、
双
郭
）
、
外
題
に
「
人
家
重
宝
／
永
代
必
用
／
初
学
指
南

（
以
上
角
書
、
三
行
そ
れ
ぞ
れ
有
郭
）
万
代
用
文
字
宝
大
全
上
（
下
）
」
と
あ
る
。

上
下
二
冊
と
も
題
簸
の
右
に
方
形
の
絵
菱
を
貼
付
す
る
。

　
内
題
「
万
代
用
文
章
上
巻
目
録
」
（
目
録
題
）
、
柱
刻
「
用
文
章
上
（
下
）
」
。
魚

尾
な
し
。
寸
法
は
、
縦
二
五
㊧
五
セ
ン
チ
、
横
一
八
二
ニ
セ
ン
チ
の
大
本
、
題
簸
匡

郭
は
縦
一
八
⑧
四
セ
ン
チ
、
横
三
爾
五
セ
ン
チ
、
本
文
匡
郭
は
四
周
単
郭
で
縦
二
丁



69

ニ
セ
ン
チ
、
横
ニ
ハ
爾

篇
冠
尽
半
丁
、
下
冊
は
、

セ
ン
チ
。
紙
数
、
上
冊
は
、

目
録
半
丁
、
本
文
二
一
丁
、

目
録
半
丁
、
本
文
二
一
丁
、

月
の
異
名
半
丁
、
そ
の
末
尾

の
丁
の
左
下
角
に
刊
記
と
し
て
「
小
川
久
兵
衛
徹
」
と
の
一
行
が
あ
る
。
絵
あ
り
。

小
川
久
兵
衛
は
京
都
の
板
元
で
、
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
か
ら
明
和
三
年

（
一
七
六
五
）
の
営
業
期
間
が
知
ら
れ
る
（
坂
本
宗
子
編
『
鵬
搬
板
元
別
童
星
粕
目
録
』
、

昭
和
五
十
七
年
四
月
刊
）
。

　
本
書
に
は
、
先
の
字
林
用
文
筆
宝
蔵
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
「
⑬
目
録
調
や
う
」
の
一
条
が
あ
る
。
抄
出
す
る
。
但
し
、
「
諸
物
異
名
」

の
条
は
な
い
。

　
（
上
冊
、
上
欄
）
（
五
丁
オ
）

　
　
も
く
ろ
く
と
㌧
の
へ
　
　
　
　
　
は
ん
　
　
　
　
　
　
は
ん
　
　
　
　
　
　
う
を

　
　
㊧
目
録
調
や
う
一
番
二
鳥
二
番
二
川
／
魚
三
番
二
海
魚
何
時
も
鳥
類
を
ハ
／

　
　
　
さ
き

　
　
　
先
二
か
き
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
ひ

　
　
㊧
鳥
を
ハ
ニ
一
と
書
也
一
羽
二
羽
一
番
二
番
折
と
ハ
か
㌧
ざ
る
物
也
（
下
略
）

　
　
し
ん
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
は
く
て
う
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
り
　
　
す
㌧
き

　
　
［
進
上
　
　
　
／
白
鳥
　
一
　
／
雁
　
　
二
　
／
鯛
た
ひ
　
　
一
折
／
鰭

　
　
　
　
　
く
ら
げ
　
　
　
　
を
け

　
　
一
折
／
海
月
　
三
桶
／
　
以
上
　
　
／
　
　
氏
名
　
／
　
　
　
名
乗
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
び

　
　
［
　
　
　
　
　
露
　
　
二
　
／
鯛
　
　
一
折
／
鮭
　
　
一
尺
／
海
老
　
一
折

　
　
は
ま
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る

　
　
／
蛤
　
　
一
籠
　
／
　
以
上
　
　
／
樽
あ
ら
バ
す
ゑ
に
／
か
く
べ
し
］

　
（
五
丁
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
　
　
た
ん

　
　
㊧
ま
き
物
類
ハ
一
端
二
端
と
か
く
物
也

　
　
　
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぴ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
　
　
　
　
こ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
ひ
き

　
　
㊧
絹
は
ぶ
た
へ
ば
か
り
何
疋
と
か
く
物
也
馬
二
引
す
る
古
事
有
ゆ
へ
疋
と
云

　
　
　
也

　
　
　
（
六
丁
オ
）

　
　
　
を
り
て
う
も
く
と
う
も
く
ろ
く
か
き
や
う

　
　
息
折
鳥
目
等
目
録
書
様

　
　
㊥
折
ハ
一
つ
な
れ
バ
一
合
。
十
な
れ
バ
十
合
と
書

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

一
進
上
　
／
・
穀
舗
ひ
倣
／
御
掃

　
已
上
　
　
　
／
　
　
誰
何
が
し
　
／

　
［
進
上
　
　
　
／
＊
万
疋
　
　
　
／
＊

（
六
丁
ウ
）

　
た
ち
を
り
か
ミ
ほ
う
し
き
と
㌧
の
へ
や
う

息
太
刀
折
紙
法
式
調
様

　
　
　
　
た
る

十
合
／
御
樽

名
乗
］

誰
某
］

十
荷
／
＊

　
　
「
進
上
」
と
し
て
「
御
太
刀
一
腰
」
「
御
馬
一
疋
焼
」

　
　
（
六
丁
ウ
∫
七
丁
ウ
に
か
け
て
こ
の
類
例
あ
り
）

（
八
丁
オ
）

　
　
ぢ
よ
ち
う
も
く
ろ
く
か
き
や
う
　
　
こ
と

　
血
女
中
目
録
書
様
ノ
事

　
［
し
ん
上
　
　
／
白
て
う
　
二
　
／
＊
　
た
い
　
一
折
／
た
ら

　
　
　
／
　
さ
け
　
　
五
　
／
＊
　
ふ
な
　
　
一
折
／
御
た
る
　
十
か

　
　
　
已
上
　
／
　
ミ
や
う
じ
訟
帆
一

　
　
［
　
　
　
　
／
白
て
う
　
一
　
　
／
＊
御
ひ
ら
　
一
を
り
／
ゆ
き

　
　
を
り
／
御
ま
な
　
五
　
　
／
＊
や
ま
ぶ
き
　
一
を
り
／
御
た
る
　
十
か

　
　
　
已
上
　
　
　
］

ω
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
（
岩
己
ト
s
一
目
＞
○
＼
虐
＼
ト
）

一
折

／

一／一
冊

は
、
後
補
表
紙
に
原
題
姦
を
と
ど
め
（
左
肩
、
双
郭
）
、
外
題
に
「
精
航
萬
代
用
文

字
宝
大
全
　
全
」
（
角
書
四
字
は
輪
で
囲
む
）
と
あ
る
。
首
欠
。
書
型
は
、
縦
二
六
⑧

○
セ
ン
チ
、
横
一
八
薗
七
セ
ン
チ
の
大
本
、
題
簸
匡
郭
は
縦
一
九
⑧
九
セ
ン
チ
、
横

三
働
五
セ
ン
チ
、
本
文
匡
郭
は
四
周
単
郭
で
縦
二
二
爾
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
六
⑧
四
セ

ン
チ
。
柱
刻
⑱
魚
尾
な
し
。
本
文
七
七
丁
、
一
ぺ
－
ジ
相
当
（
半
丁
）
四
行
、
本
文

は
漢
字
で
平
仮
名
付
訓
あ
り
。
ま
た
、
絵
あ
り
。

　
　
刊
記
　
「
京
三
条
通
寺
町
西
エ
入
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
本
屋
吉
兵
衛
板
」
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近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

正
本
屋
吉
兵
衛
は
、
「
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
よ
り
安
永

（
一
七
七
二
∫
一

七
八
一
）
の
頃
に
か
け
て
三
条
通
寺
町
西
入
と
せ
り
」
（
井
上
和
雄
『
鵬
頬
書
賀
集

覧
』
、
言
論
社
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
）
と
さ
れ
る
か
ら
、
右
は
こ
の
時
分
の
刊
行

　
に
な
ろ
う
か
◎

　
本
書
に
は
、
先
の
字
林
用
文
筆
宝
蔵
東
京
学
芸
大
学
図
書
館
望
月
文
庫
蔵
本
に
お

け
る
と
同
じ
「
㊧
目
録
調
や
う
」
の
一
条
が
あ
る
。
但
し
、
「
諸
物
異
名
」
の
条
は

な
い
（
七
八
丁
オ
は
裏
表
紙
の
裏
に
相
当
し
、
そ
れ
を
掲
出
す
る
こ
と
の
で
き
る
丁

　
そ
の
も
の
が
な
い
）
。

　
本
書
に
み
え
る
助
数
詞
類
に
つ
い
て
は
、
ω
、
ま
た
、
右
と
重
複
す
る
の
で
こ
こ

に
は
掲
げ
な
い
。

　
　
　
　
㈲
　
弓
勢
為
朝
往
来

　
　
往
来
物
の
一
で
、
著
者
は
十
返
舎
一
九
一
世
（
十
返
舎
一
九
）
、
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）
の
成
立
⑧
刊
行
に
な
る
。
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
逓
信
博
物
館
、
東
京

大
学
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
、
無
窮
会
織
田
文
庫
に
版
本
を
所
蔵
す
る

と
あ
る
（
刊
行
年
に
っ
い
て
の
説
明
は
な
い
）
。
こ
の
内
、
東
京
大
学
蔵
本
は
、
「
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
岡
村
金
太
郎
蒐
集
「
往
来
物
分

類
集
成
」
」
の
リ
ー
ル
四
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
作
者
、
刊
年
、
刊
行
者
は

．
次
の
三
次
市
立
図
書
館
蔵
本
と
同
じ
で
あ
る
。
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
、
玉
川

大
学
に
文
政
六
年
版
（
一
冊
）
を
所
蔵
す
る
と
あ
る
。

　
　
文
政
六
年
版
は
、
三
次
市
立
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
岩
己
ト
。
①
）
。
縦
二
二
鱈

ニ
セ
ン
チ
、
横
一
五
竃
六
セ
ン
チ
の
半
紙
本
で
、
上
魚
尾
（
黒
、
単
）
、
白
口
、
本

文
匡
郭
四
周
単
、
見
返
し
半
丁
洩
扇
一
丁
半
、
本
文
九
丁
か
ら
成
る
。
外
題
（
原
題

簸
、
左
肩
、
単
郭
）
に
は
、
「
紳
舳
一
弓
勢
為
朝
往
来
完
茄
」
と
あ
り
、
刊
記
に
は
、

「
文
政
六
癸
未
年
／
地
本
問
屋
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
山
口
屋
藤
兵
衛
板
」
と
あ
る
。

　
本
文
の
始
ま
る
前
の
一
丁
オ
（
扉
）
に
、
「
鷹
通
号
之
図
」
（
絵
図
）
、
「
鷹
之
用
通

称
之
文
字
」
、
以
下
が
あ
り
、
そ
の
内
に
次
の
一
条
が
み
え
る
。

　
　
　
　
　
鷹
一
．
も
と
二
も
と
の
文
字

　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
居
一
す
ゑ
の
時
用
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
離
又
　
二
も
と
に
用
ゆ

　
　
も
と
同

　
　
連
縣
（
マ
マ
）
此
二
字
二
も
と
以
上
よ
り
百
連
二
百
連
に
も
用
ゆ

　
　
す
た
か

　
　
巣
鷹
ハ
ニ
一
と
い
ふ
べ
き
な
り

　
「
も
と
」
は
、
鷹
狩
り
の
鷹
の
教
を
か
ぞ
え
る
助
数
詞
で
あ
り
、
こ
の
用
字
が
そ

の
数
に
よ
っ
て
「
居
」
「
離
又
」
「
連
憾
縣
（
聯
か
）
」
と
相
違
す
る
こ
と
、
ま
た
、
巣

鷹
は
「
二
一
」
と
か
ぞ
え
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
近
世
に
は
、
往
来
物
と
と
も
に
多
く
の
書
札
礼
が
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
で
は
助
数
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

に
つ
い
て
こ
と
さ
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
世
に
お
け
る
故
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

書
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
降
っ
て
は
、
明
治
㊧
大
正
、
さ
ら
に
は
今
日
に
お

い
て
も
同
様
の
よ
う
で
あ
る
。

　
近
世
の
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
の
研
究
上
、
貴

重
な
資
料
と
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
収
集
し
て
翻
字

し
、
利
用
爾
検
索
の
便
宜
を
計
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
用
法
を
分
類
⑧
整
理
し
、

他
の
資
料
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
用
例
と
比
較
し
て
い
け
ば
、
総
合
的
な
共
時
的
、
ま

た
、
通
時
的
考
察
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
書
札
礼
に
助
数
詞
が
掲
出
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
項
目
名
（
見
出
し
）
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
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一
　
資
料
A
群

　
　
　
H
書
札
調
法
記
　
　
　
　
衣
服
井
魚
鳥
詞
づ
か
ひ
、
折
紙
目
録
書
様
、
他

　
　
　
○
文
林
節
用
筆
海
往
来
　
物
の
数
書
様
之
事
、
進
物
井
祝
言
結
納
目
録
調
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
図
、
他

　
　
　
目
萬
物
用
文
章
　
　
　
　
対
名
字
□
、
他

　
　
　
㈲
永
代
重
宝
記
　
　
　
　
数
量
門

　
　
　
㈲
御
家
書
札
大
成
　
　
　
都
て
物
の
員
を
し
る
す
に
心
得
の
事
、
他

　
　
　
内
大
成
筆
海
重
宝
記
文
章
蔵
　
物
数
書
法
、
目
録
認
め
や
う
井
樽
の
事

　
　
　
㈲
大
諸
礼
集
　
　
　
　
樽
ひ
ふ
つ
（
美
物
）
書
状
に
か
き
加
る
様
体
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
文
書
様
の
事
、
馬
道
具
書
状
に
可
調
之
事
、
他

　
　
二
　
資
料
B
群

　
　
　
H
礼
式
書
札
集
　
　
　
　
物
之
数
書
様
、
（
進
上
目
録
の
書
き
様
）
、
他

　
　
　
目
字
林
用
文
章
宝
蔵
　
　
目
録
調
や
う
、
諸
物
異
名
、
他

　
　
　
目
萬
代
用
文
字
宝
大
全
　
目
録
調
や
う
、
他

　
　
　
㈲
弓
勢
為
朝
往
来
　
　
　
鷹
之
用
通
称
之
文
字

　
こ
う
し
た
項
目
名
（
見
出
し
）
か
ら
し
て
も
、
助
数
詞
は
”
書
き
記
す
〃
こ
と
ば

と
関
わ
り
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
助
数
詞
の
み
え
る
書
札
礼
は
、
本
稿
に
扱
っ
た
以
外
に
も
存
在
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
が
、
短
時
日
に
そ
れ
ら
を
探
り
当
て
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
目
下

求
め
得
た
と
こ
ろ
と
し
て
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
に
も
探
索
を
重
ね
、
後
日

に
増
補
し
て
い
く
こ
と
を
心
懸
け
た
い
。

　
助
数
詞
は
、
書
簡
模
範
文
例
集
、
即
ち
、
往
来
物
そ
の
も
の
に
も
み
え
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
は
、
用
例
数
は
多
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
中
に
は
貴

重
な
用
例
も
散
見
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
の
算
数
爾
数
学
の
教
科
書
に
相
当
す
る

近
世
の
往
来
物
⑧
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
（
三
保
）

塵
劫
記
の
類
に
も
、
た
く
さ
ん
の
用
例
が
み
え
て
い
る
。
今
後
に
調
査
す
べ
き
資
料

は
少
な
く
な
い
が
、
考
察
の
た
め
に
は
、
各
層
、
各
年
代
の
用
例
を
必
要
と
す
る
こ

と
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
（
注
1
）
　
助
数
詞
を
説
か
な
い
書
札
礼
も
あ
る
。
例
、
女
書
札
調
宝
記
一
冊
玉
川
大
学
蔵

　
　
　
本
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
刊
。

一
注
・
一
禦
ば
、
弊
文
の
手
ひ
き
全
一
冊
架
蔵
本
大
正
二
年
一
一
九
≡
一
刊
に
は
、

　
　
　
「
結
納
書
式
」
と
し
て
、
「
　
目
録
　
／
　
一
袴
　
　
　
　
壱
具
／
　
一
勝
男
武
士

　
　
　
　
　
壱
連
／
　
一
寿
留
女
　
　
　
壱
台
／
　
一
子
生
婦
　
　
　
壱
台
／
　
一
友
志
良

　
　
　
賀
　
　
壱
台
／
　
一
家
内
喜
多
留
　
壱
荷
／
　
一
末
広
　
　
　
　
壱
対
／
右
之
通
り

　
　
　
（
下
略
）
」
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。


